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● 今月の主なお知らせなど

・山鹿市消防本部からのお知らせ
・11 月 10 日㈯ 菊鹿ワイナリーオープン
・女子ハンドボール アジア選手権開催

・平成 31 年度固定資産税（償却資産）の申告
・平成 30 年度上半期財政状況

・ 平成 31 年４月「山鹿市立鹿本こども園」が
開園します

・ 平成 31 年４月１日から、燃やすごみの自己
搬入は手数料が必要です

・ 平成 31 年４月からの幼稚園・保育園・認定
こども園・地域型保育施設 入園児募集
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前売りチケットは下記のホーム
ページやコンビニなどで発売中！
無料の試合の入場整理券は、当日
会場で配布します（社会体育課で
も配布）。詳しくは、大会ホーム
ページをご覧になるか、社会体育
課へお問い合わせください。
https://japanhandball2019.com/
asian-championship-2018/

アジア選手権の
ボランティア募集中！

11
月
の
広
報

　将来は動物看護師になって、動物病院で働くの
が夢です。家で飼っているイヌを動物病院に連れ
て行ったときに、治療のお手伝いをしたいと思い
ました。他にネコ、ウサギ、カメを飼っています。

佐野木　英
え

里
り

依
い

さん
めのだけ小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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待
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やまがブランド商品紹介コーナー

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問情報システム広報課　☎ (43)1118

今月の表紙
菊鹿中学校生徒が山鹿消防署で職場体験

　９月５日〜７日、菊鹿中２年生の冨田怜
れ

意
い

さん、
山品千

せん

汰
た

さん、下岡柚
ゆ

菜
な

さんの３人が山鹿消防署で
職場体験。表紙の写真は放水訓練の様子です。この
他、規律訓練や体力訓練、救命訓練などを実施。３
人は「放水中は水の圧力が強く、筒先は１人では持
てないくらいでした」と驚いていました。

左から下岡さん、冨田さん、山品さん

11 月 30 日㈮ 〜 12 月 9 日㈰

▼試合日程とチケット料金（中学生以下は無料ですが、入場整理券が必要です。当日会場で配布します）

日程 区分 開始
時間

山鹿市総合体育館 八代市総合体育館

No. 対戦カード

チケット料金※中学生以下無料

No. 対戦カード

チケット料金※中学生以下無料

大人 高校生 通し券 大人 高校生 通し券
前売り
※当日

前売り
※当日

前売り
のみ

前売り
※当日

前売り
※当日

前売り
のみ

11/30㈮
１日目

予選ラ
ウンド

16:45 ３ シンガポール vs 中国

無料

2,500円
※八代会
場にも使
用可能

１ オーストラリア vs カザフスタン 1,000円
※1,500円

500円
※1,000円

2,500円
※山鹿会
場にも使
用可能

19:00 4 インド vs 韓国 ２ ニュージーランド vs 日本
12/1㈯
２日目

13:45 ７ 香港 vs 中国 ５ イラン vs カザフスタン 1,000円
※1,500円

500円
※1,000円16:00 ８ シンガポール vs 韓国 ６ オーストラリア vs 日本

12/2㈰
３日目

13:45 11 中国 vs インド ９ カザフスタン vs ニュージーランド
無料

16:00 12 シンガポール vs 香港 10 オーストラリア vs イラン
12/3㈪
４日目 休息日 休息日

12/4㈫
５日目 予選ラ

ウンド

16:45 15 ニュージーランド vs オーストラリア 1,000円
※1,500円

500円
※1,000円

13 香港 vs 韓国

無料19:00 16 イラン vs 日本 14 インド vs シンガポール
12/5㈬
６日目

16:45 19 ニュージーランド vs イラン 1,000円
※1,500円

500円
※1,000円

17 韓国 vs 中国
19:00 20 日本 vs カザフスタン 18 インド vs 香港

12/6㈭
７日目 休息日

日程 区分 開始
時間

熊本県立総合体育館

No. 対戦カード

チケット料金※中学生以下無料

大人 高校生 通し券 プレミアム
シート前売り

※当日
前売り
※当日

前売り
のみ

12/7㈮
８日目

9-10位決定戦 10:30 21 A５位 vs B５位
無料

3,500円

設定なし5-8位
決定予備戦

12:30 22 A３位 vs B４位
14:30 23 B３位 vs A４位

準決勝
16:45 24 B1位 vs A２位 2,000円

※ 3,000円
1,000円
※1,500円 10,000円

19:00 25 A1位 vs B２位
12/8㈯
９日目

7-8位決定戦 13:45 26 22敗者 vs 23敗者
無料 設定なし

5-6位決定戦 16:00 27 22勝者 vs 23勝者

12/9㈰
10日目

3-4位決定戦 12:45 28 24敗者 vs 25敗者 2,000円
※ 3,000円

1,000円
※1,500円

10,000円
決勝戦 15:00 29 24勝者 vs 25勝者

出場国
グループＡ 日本、カザフスタン、イラン、オーストラリア、ニュージーランド
グループＢ 韓国、中国、香港、シンガポール、インド

世界大会を楽しもう！
みんなでスポーツボランティア

　来年、熊本にはハンドボールとラグビーの世界大会が
やって来ます。スポーツボランティアは、大会をサポー
トし、スポーツの魅力を肌で感じられる特別な体験です。
その楽しみ方や活動のこつを学んでみませんか。
日時　11 月 11 日㈰ 午後２時～４時
会場　山鹿市役所５階 501 会議室
内容　 知らない人との接し方、英語でのおもてなし、スポー

ツボランティアとは
講師　 鹿本商工高等学校教諭：西村明

あき

代
よ

さん、原田ひと
みさん、熊本学園大学准教授：向井洋

よう

子
こ

さん　他
要件　中学３年生以上
参加費　無料
申 し込み　11 月 9 日㈮までに社会体育課へ電話で申し込

んでください（☎（43）1150）。

女子ハンドボール世界選手権大会まであと１年！
今後の主なスケジュール
　2018年11月　チケット販売開始予定
　2019年６月　組み合わせ抽選会開催予定
　2019年11月30日㈯～12月15日㈰　大会開催
大会会場
　�パークドーム熊本、アクアドームくまもと、熊本県立
総合体育館、山鹿市総合体育館、八代市総合体育館

出
場
チ

ー

ム

出場資格 国　　名 決定時期 備　考
開催国 日本 出場決定

前回優勝国 フランス 出場決定
アジア選手権枠 ３カ国 12 月決定 熊本開催

アフリカ選手権枠 ３カ国 12 月決定
ヨーロッパ選手権枠 ３カ国 12 月決定

パンアメリカ選手権枠 ３カ国 未定
前回世界選手権実績枠 ８カ国 未定 ヨーロッパ大陸８
オセアニア枠または
ワイルドカード枠 １カ国 未定

前回優勝国大陸枠 １カ国 未定 ヨーロッパ大陸

女子ハンドボール アジア選手権開催
第
17
回

申し込み
受け付け中 !

山鹿市総合体育館でも予選ラウンド実施！

問社会体育課  ☎ (43)1150

（予定）

2019
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こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
と
目
的

　

平
成
10
年
、
旧
菊
鹿
町
で
は
、
遊

休
農
地
の
有
効
活
用
や
農
家
の
所
得

向
上
を
目
指
し
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ

の
試
験
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
ブ
ド
ウ
が
平
成
11
年
に
創
業
し
た

熊
本
ワ
イ
ン
株
式
会
社
で
、
原
料
と

し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
４

戸
の
地
元
農
家
が
菊
鹿
町
葡ぶ

ど
う萄
生
産

振
興
会
を
設
立
。
本
格
的
な
栽
培
を

開
始
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
10
年
の

歳
月
を
経
て
、
同
社
醸
造
に
よ
る
「
菊

鹿
ワ
イ
ン
」
が
数
々
の
賞
を
獲
得
。
全

国
的
な
知
名
度
が
向
上
し
、
菊
鹿
ブ
ラ

ン
ド
の
ワ
イ
ン
と
し
て
そ
の
地
位
を
確

立
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
今
の
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
も
追
い
風
と

な
り
、
熊
本
ワ
イ
ン
株
式
会
社
は
菊
鹿

ワ
イ
ン
の
増
産
を
計
画
。
本
市
に
ブ
ド

ウ
の
作
付
面
積
の
拡
大
を
要
請
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
平
成
25
年
に
本
市
、

同
社
、
菊
鹿
町
葡
萄
生
産
振
興
会
の
３

者
で
「
菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
建
設

に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
市
で
は
菊
鹿
ワ
イ
ナ

リ
ー
構
想
を
、
平
成
27
年
に
策
定
し
た

総
合
戦
略
の
「
３
つ
の
戦
略
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
つ
に
位
置
付
け
、
平

成
29
年
度
か
ら
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
建
設
に

着
手
。
こ
と
し
10
月
に
完
成
し
、
開
業

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
構
想
は
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け

て
、
雇
用
の
創
出
、
外
需
獲
得
、
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
り
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
定
住
促
進
へ
と
つ
な
げ

る
も
の
で
す
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
概
要

所
在
地

　

�

菊
鹿
町
相
良
５
２
６
番
地
（
ア
イ
ラ

ト
ビ
カ
ズ
ラ
自
生
地
付
近
）

敷
地
面
積　
４
・
８
㌶

　

山
鹿
市　

２
・
７
㌶

　

熊
本
ワ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム　

２
・
１
㌶

施
設
面
積

　

●　

ア
イ
ラ
リ
ッ
ジ

　

延
床
面
積　

７
７
５
㎡

　

室
内
面
積　

２
８
４
㎡

　

�（
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
タ
ジ
オ
、
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
、
ト
イ
レ
な
ど
）

　

●
　

ワ
イ
ナ
リ
ー
醸
造
所

　

延
床
面
積　

９
２
１
㎡

　

室
内
面
積　

８
９
８
㎡

　

�（
醸
造
棟
、
シ
ョ
ッ
プ
・
レ
ス
ト
ラ

ン
棟
）

　

●
　

ブ
ド
ウ
園　

１
・
５
㌶

駐
車
場　
約
１
２
０
台
駐
車
可
能

ブドウ園

アイラ　リッジ
AIRA  RIDGE

ワイナリー
WINERY  PLACE

菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー��

オ
ー
プ
ン

昨
年
８
月
か
ら
始
ま
っ
た
建
設
工
事
が
完
了
。
熊
本
ワ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
が
整
備
し
た
ワ

イ
ナ
リ
ー
醸
造
所
と
ブ
ド
ウ
園
、
本
市
が
整
備
し
た
６
次
産
業
化
・
観
光
連
携
推
進
施
設
（
ア
イ

ラ
リ
ッ
ジ
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
11
月
10
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
※
ア
イ
ラ
リ
ッ
ジ
と
は
「
相あ

い

良ら

の
尾
根
」
を
意
味
し
ま
す
。

18

18

37

９

多目的広場

スタジオ

醸造棟

ショップ、レストラン棟

トイレ

ショップ

駐車場

ワイナリー　WINERYアイラリッジ　AIRA�RIDGE
●
シ
ョ
ッ
プ

　

菊
鹿
ブ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
ワ

イ
ン
、ワ
イ
ン
関
連
グ
ッ
ズ
、チ
ー

ズ
な
ど
を
販
売
。
ブ
ド
ウ
畑
を
眺

め
な
が
ら
ワ
イ
ン
を
味
わ
う
、
有

料
試
飲
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
熊
本

ワ
イ
ン
株
式
会
社
の
全
て
の
ワ
イ

ン
を
楽
し
め
ま
す
。

●
シ
ョ
ッ
プ

　

山
鹿
産
の
上
質
な
栗
で
作
っ

た
フ
レ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
キ
と
焼
菓

子
。
野
菜
や
果
物
の
お
い
し
さ
を

そ
の
ま
ま
味
わ
え
る
ジ
ェ
ラ
ー
ト

な
ど
、
山
鹿
の
農
産
物
を
ふ
ん
だ

ん
に
利
用
し
た
商
品
を
販
売
し
ま

す
。
お
茶
の
試
飲
、
販
売
も
行
い

ま
す
。

●
レ
ス
ト
ラ
ン

　

山
鹿
の
農
畜
産
物
を
使
用
し
た

メ
イ
ン
の
肉
料
理
（
山
鹿
牛
、
り

ん
ど
う
ポ
ー
ク
、
肥
後
赤
鶏
の
グ

リ
ル
な
ど
）
を
選
び
、
サ
イ
ド
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
色
と
り
ど
り
の
地

元
野
菜
を
使
っ
た
サ
ラ
ダ
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

営
業
時
間　

　

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

●
ス
タ
ジ
オ

　

カ
フ
ェ
で
は
山
鹿
産
の
野
菜
を

味
わ
え
る
焼
き
た
て
の
ピ
ザ
や
、

ワ
イ
ン
に
合
う
パ
ン
を
販
売
。
お

茶
や
コ
ー
ヒ
ー
も
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　

交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
利
用

も
で
き
ま
す
。

1110土
10:00〜

菊鹿シャルドネ
白ワイン・辛口

菊鹿カベルネ樽熟成
赤ワイン・辛口

　　　　　　　料理のイメージ（サラダと肉料理）

フレッシュケーキ

焼きたてパン水出し緑茶

焼きたてピザ ジェラート
菊鹿シャルドネ樽熟成

白ワイン・辛口

ワイナリーやアイラリッジの
営業に関する問い合わせ先

菊鹿ワイナリー　☎（41）8166
HP［ https://kikuka-winery.jp/ ］

　混雑を避けるため、あんずの丘駐車
場と菊鹿ワイナリーの間で無料シャト
ルバスを運行します。車は全て、あん
ずの丘駐車場へ駐車してください。
ル ート　あんずの丘駐車場～菊鹿ワイ
ナリー間往復

運行日時�　11 月 10 日㈯・11 日㈰
　午前９時～午後４時（随時運行）

11 月 10 日㈯・11 日㈰は、
駐車場が利用できません。
シャトルバスをご利用ください。

営業時間　午前 10時～午後５時
定  休 日　毎月第１・第３火曜日
年末年始休業　12月 31 日～１月２日

！

菊鹿ワイナリー

菊鹿市民センター
あんずの丘駐車場

アイラトビカズラ自生地

●

● ●

●

位置図

※

問
農
業
振
興
課　
☎（
43
）１
５
５
６

※ 未成年者の飲酒は法律で禁止されています。妊娠中、授乳期の飲酒はやめましょう。
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つ
な
ご
う
！

未
来
へ
の
救
命
リ
レ
ー

　

７
月
18
日
、
来
民
小
学
校
５
・

６
年
生
を
対
象
に
救
命
講
習
を
行

い
ま
し
た
。
授
業
の
一
環
と
し
て

45
分
の
救
命
入
門
コ
ー
ス
を
実

施
。
心
肺
停
止
の
人
に
遭
遇
し
た

と
き
の
行
動
と
し
て
、
胸
骨
圧
迫

の
仕
方
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
の

実
技
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
小
学
生
の
時
か
ら
救
命

講
習
を
受
け
る
こ
と
で
、
防
災
や

命
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
も
し

も
の
時
に
心
肺
蘇
生
法
を
実
施
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
で
す
。こ
れ
か
ら
も
各
小
・

中
・
高
校
と
連
携
し
、
救
命
率
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

山鹿市消防本部からのお知らせ
YAMAGA  FIRE  DEPARTMENT

問消防本部予防課　☎ (43)9119

　

●　
電
池
の
寿
命
は
約
10
年

　

●　

 

ほ
こ
り
な
ど
に
よ
る
目
詰
ま
り
の

発
生
（
煙
式
の
場
合
）

　

●　
電
子
部
品
の
劣
化

　

こ
れ
ら
の
原
因
か
ら
警
報
器
の
機

能
が
低
下
し
、
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
10
年
を
目

安
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。
無
線
連

動
型
を
取
り
付
け
れ
ば
、
火
災
の
と

き
に
全
て
の
警
報
器
が
連
動
し
て
音

が
鳴
る
の
で
、
早
期
発
見
や
逃
げ
遅

れ
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

警
報
器
は
定
期
的
な
点
検
（
半
年

に
１
回
程
度
）
を
し
て
、
正
常
に

作
動
す
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※�

「
ピ
ィ
…
」
あ
れ
？
こ
の
音
、
何

の
音
？
約
10
年
を
経
過
し
た
警
報

器
か
ら
の「
電
池
切
れ
の
警
報
音
」

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
火
災
発
生
状
況
を
み
る

と
、
不
注
意
か
ら
発
生
し
た
も
の
が

多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
火
災
に

対
す
る
安
全
意
識
が
高
け
れ
ば
、
未

然
に
防
げ
た
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
全
国
で
は
、
た
ば
こ

が
出
火
原
因
の
第
１
位
と
な
っ
て
い

て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
不
始

末
で
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態

を
招
い
て
い
ま
す
。
火
災
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
安
全
意
識
を
高
め
、
十
分

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
山
鹿
市
火
災
総
件
数
…
26
件

原
因　

�

こ
ん
ろ
、
マ
ッ
チ
・
ラ
イ

タ
ー
、
火
入
れ

原
因　

�

マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
、
た
き

火
、
火
入
れ

原
因　

�

不
明

原
因　

�
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
、
た
き

火
、
火
入
れ
、
放
火

　

寒
く
な
る
と
、
暖
房
器
具
を
使
用

す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
特
に
ス

ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
と
き
は
次
の
６

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
、
寒
い
時
季

を
快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

●
　�

ス
ト
ー
ブ
を
安
全
に
使
用
す
る
た

め
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①�

長
期
間
使
用
し
て
い
な
い
場
合
、

燃
料
フ
ィ
ル
タ
ー
の
清
掃
と
安
全

点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

②�

必
ず
指
定
さ
れ
た
燃
料
を
使
用

し
、給
油
す
る
時
や
就
寝
前
に
は
、

火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

③�

壁
や
カ
ー
テ
ン
、
寝
具
か
ら
離
し

て
置
き
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
燃
え
や

す
い
物
を
近
く
に
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

④�

近
く
で
洗
濯
物
を
乾
か
す
の
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤�

使
用
中
は
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
１
時
間
に
１
〜

２
回
の
換
気
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑥�

火
災
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

全
国
統
一
防
火
標
語　
忘
れ
て
な
い
？　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に　
火
の
確
認

平
成
30
年　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

胸骨圧迫の実技講習の様子

11／９㊎

〜 　

15㊍

　
こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
と
同
時
に
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器
具
や
屋
外
で
火

を
使
用
す
る
こ
と
も
多
く
な
る
た
め
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

毎
年
こ
の
時
季
に
合
わ
せ
、
全
国
一
斉
に
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
次
に
挙
げ
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
、
火
災
予

防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
中　
山
鹿
市
火
災
発
生

件
数
お
よ
び
原
因

ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
注
意

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
10
年
を

目
安
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う

寝たばこは
絶対にやめる。

ストーブは、
燃えやすいもの

から離れた位置で
使用する。ガスこんろなどの

そばを離れる
ときは、

必ず火を消す。

お年寄りや体の
不自由な人を守る
ために、隣近所の
協力体制をつくる。

逃げ遅れを防ぐ
ために、住宅用火災
警報器を設置する。

寝具、衣類および
カーテンからの火災
を防ぐために、防炎

品を使用する。

火災を小さいうち
に消すために、

住宅用消化器などを
設置する。新人消防士を紹介します

　４月から、市消防本部に新しく２人の消
防士が採用となりました。２人はこれまで
の半年間、熊本県消防学校で日々苦しい訓
練に耐え、消防隊員としての技術、知識を
習得。９月末に卒業し、山鹿消防署に配属
されました。これからの活躍を期待します。

名前　藤原　秀
ひで

美
み

年齢　26歳
出身　久原
趣味　�サッカー、食べること
抱負　消防学校での半年間の研修を終え
て、消防に関する基本的な事を学ばせてい
ただきました。今後は、山鹿市消防本部で
即戦力となり得るよう頑張ります。よろし
くお願いします。

名前　福島　亮
りょう

年齢　22歳
出身　鹿本町中川
趣味　釣り、野球
抱負　半年間の初任科研修を終えて、多く
のことを学び山鹿市消防本部に戻ってきま
した。まだまだ未熟ではありますが、これ
から日々精進して頑張っていきたいと思い
ます。よろしくお願いします。

普
通
救
命
講
習
の
ご
案
内

　

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
普
通

救
命
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

�

毎
月
第
４
日
曜
日　

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

 

会
場　

�

山
鹿
市
消
防
本
部　

　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　
30
人

受
講
料　
無
料

申 

込
期
限　
毎
月
第
３
日
曜
日

ま
で
（
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
）

※�

申
請
書
は
消
防
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
試
験
資
格
／
講

習
案
内
）
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
科
部

分
を
学
習
し
、
テ
ス
ト
に
合

格
す
る
と
受
講
時
間
が
短
縮

さ
れ
ま
す
。

消
防
大
辞
典　

熱
画
像
直
視
装
置（
ア
ル
ゴ
ス
）

　

こ
の
資
機
材
は
、
火
災
が
発

生
し
煙
が
充
満
し
た
視
界
の
悪

い
中
や
、
暗
闇
の
中
で
も
人
や

物
の
温
度
を
赤
外
線
カ
メ
ラ
に

よ
り
感
知
し
、
火
元
や
要
救
助

者
の
早
期
発
見
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

消
火
活
動
後
の
肉
眼
で
は
発

見
で
き
な
い
残
り
火
も
発
見
し

や
す
く
な
り
、
再
燃
を
防
止
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
資

機
材
を
活
用
し
山
鹿
市
民
の
生

命
、
財
産
を
し
っ
か
り
と
守
っ

て
い
き
ま
す
！

ア
ル
ゴ
ス
本
体

ア
ル
ゴ
ス
で
写
し
た
画
像

火
事
で
す
！

火
事
で
す
！

他
の
場
所
で

火
事
で
す
！

他
の
場
所
で

火
事
で
す
！

他
の
場
所
で

火
事
で
す
！

））））

））））））

））））））））））

無線連動型のイメージ

…　　
10 

件

建 

物 

火 

災

…　　
６ 

件

林 

野 

火 

災

…　　
２ 

件

車 

両 

火 

災

…　　
８ 

件

そ
の
他
の
火
災

NEW FACE
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平成 31 年度　固定資産税（償却資産）の申告

　山鹿市内で事業に使用する資産を所有してい
る場合は、地方税法 383 条の規定により、毎
年１月１日現在（賦課期日）の所有状況を山鹿
市に申告する義務があります。

■ 償却資産とは？
　事業（農業、不動産業、製造業、小売業、建設業、
金融保険業、運輸通信業、サービス業、リース業
など）を営んでいる個人や法人が、土地、家屋以
外の「事業に使用している資産（下表の主な償却
資産の例示参照）」をいいます。

●申告書の送付など
　平成 30 年度の申告をした人には、12 月に平成 31 年
度用申告書（様式）を郵送します。国税、市県民税資料
の調査（地方税法 354 条の２）に基づき、申告対象と
思われる人にも申告書を送ることがあります。
　新規で申告が必要な人や申告書が届かない場合は、お
問い合わせください。市ホームページより申告の手引と
申告書をダウンロードすることもできます（「山鹿市償
却資産」で検索してください）。

●資産の増減がない、申告する資産がない場合
　償却資産の申告にあたり、前年中に資産の増減がない
場合や該当資産がない場合、廃業の場合はその旨を申告
書の備考欄に記入のうえ提出してください。

●提出期限　毎年１月 31 日まで
※事務処理の都合上、早めの提出にご協力ください。

資産の種類 主な償却資産の例示

１　構築物 構築物 貯水池、農業用井戸、下水道、構内舗装、庭園、門塀、広告塔、給水タンク、排
水その他の土木設備、電気設備、ガス設備、冷暖房設備、アンテナ、ビニールハ
ウスなど

建物付属設備 受変電設備、給排水設備、衛生設備、消火設備、店舗内装設備などのうち、固定
資産税において、家屋として課税されていないもの

２　機械及び装置 加工機械、製造機械、冷凍・冷蔵業務設備、紡績設備、工作機械、木工機械（製
材業務設備）、印刷設備、建設工業機械、運搬設備、金属・非金属製造設備、ホテル・
旅館用設備、クリーニング設備、管理機、バインダー、太陽光発電設備など

３　船舶 漁船、油そう船、木船、モーターボート、砂利採取船、浚
しゅん

渫
せ つ

船など

４　航空機 飛行機、ヘリコプターなど

５　車両及び運搬具 フォークリフト・ブルドーザー・タイヤショベル・パワーショベル・ロードロー
ラー等の自走式作業用車両、工場内運搬機、動力運搬機、自転車、リヤカー、被
牽引車など。但し、自動車税・軽自動車税で課税対象となっている自動車、小型
特殊車両は除く。

６　工具・器具及び備品 測定工具、事務机・椅子、キャビネット、応接セット、パソコン等ＯＡ機器、電
話、カメラ、看板、金庫、自動販売機、パチンコ台等の遊具など

太陽光発電設備パワーショベル

パソコン

問税務課固定資産税係　☎ (43)1121

　平成 30 年度上半期（平成 30 年４月１日～９月
30 日 )の予算執行状況、財産、市債（長期借入金）、
一時借入金および基金（積立金）の現在高の状況を
お知らせします。

人輝き飛躍する都
ま

市
ち

　やまが

平成 30 年度 上半期

●市債（長期借入金）の状況（特別・企業会計）

●財産の状況

会　計　名 土　地 建　物 有価証券 出 資 金 債　権 基　金

一 般 会 計 1,221万4,731㎡ 32万9,631㎡ 6,661万２千円 １億3,691万５千円 11億9,991万８千円 158億2,016万３千円

特　
別　
会　
計

国民健康保険事業 ５億5,475万８千円

農業集落排水事業 4万1,734㎡ 5,847㎡ 87万５千円 1,124万５千円

介護保険事業 ４億6,935万１千円

簡易水道事業 １万　415㎡ 420㎡

六郷財産区 90万3,088㎡ 41万４千円 3,153万８千円

城北財産区 109万1,720㎡ 125万９千円 6,717万１千円

稲田財産区 178万　774㎡ 53万２千円 2,139万８千円

企
業
会
計

水道事業 ２万7,744㎡ 1,418㎡

病院事業 １万9,976㎡ １万6,198㎡

下水道事業 ５万5,705㎡ 9,777㎡ ５万０千円

合　計 1,614万5,887㎡ 36万3,291㎡ 6,661万２千円 １億3,912万０千円 12億　�84万３千円 169億7,562万４千円

会 計 名 ９月末の借入残高

　農業集落排水事業 49 億 8,309 万３千円

　簡易水道事業 12 億 7,038 万９千円

　水道事業 23 億 6,103 万９千円

　病院事業 34 億 3,311 万７千円

　下水道事業 47 億 4,365 万１千円

●基金（積立金）の状況（一般会計）

財政調整や建設改良のためな
どの積立金

９月末の基金現在高
151億7,350万６千円

市民一人あたり 28万9,875円（/52,345人）

●市債（長期借入金）の状況（一般会計）
将来にわたって利用される施設
などの整備費用を世代間で公平
に負担するための長期借入金

９月末の借入残高

285億1,761万５千円

市民一人あたり 54万4,801円（/52,345人）

問財務課　☎ (43)1119

●予算の執行状況

区　分 一般会計 特別会計 企業会計

　　　  歳入・収入予算額 326 億 4,353 万１千円 153 億 1,838 万４千円 61 億 4,258 万６千円

　　　  歳入・収 入 済 額 152 億 3,021 万２千円 68 億 8,860 万６千円 26 億 7,224 万７千円

　　　  歳出・支出予算額 326 億 4,353 万１千円 153 億 1,838 万４千円 69 億 8,267 万６千円

　　　  歳出・支 出 済 額 133 億 2,702 万３千円 59 億 8,169 万２千円 21 億　780 万８千円

※ 特別会計（国民健康保険事業、後期高齢者医療、農業集落排水事業、介護保険事業、簡易水道事業、六郷財産区、城北財産区、
稲田財産区）、企業会計（水道事業、病院事業、下水道事業）

●一時借入金（短期借入金）の借入状況
※全会計において、一時借入金はありません。

財 政 状 況
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平成 31 年４月からの
幼稚園・保育園・認定こども園・地域型保育施設 入園児募集

平成 31 年４月　鹿本幼稚園と幼慈園を統合した幼保連携型認定こども園
「山鹿市立鹿本こども園」が開園します！

幼稚園

入�園対象　３・４・５歳児
　※３歳の誕生月の翌月から入園できます。
申込受付期間
　�11 月 20 日㈫～ 30 日㈮
　※土日祝日を除く午前９時～午後６時
申込場所　子ども課
　※�申し込み後、願書を各幼稚園に提出してくだ
さい。

保育園

　保護者が何らかの理由で、日中家庭で子どもを
保育できない場合（要件あり）、０歳から利用で
きます。
申込受付期間
　�11 月 20 日㈫～ 30 日㈮
　※土日祝日を除く午前９時～午後６時
申込場所　子ども課
※ �11 月 26 日㈪～ 30 日㈮は、各市民センターで
も申し込みできます（午前９時～午後５時）。

認定子ども園

▼１号認定（教育認定）
入 園対象　３・４・５歳児
　　　　　※平成 31年４月１日㈪時点の年齢
※�認定こども園霊泉幼稚園は３歳の誕生月の翌月
から入園できます。

▼２・３号認定（保育認定）
　保護者が何らかの理由で、日中家庭で子どもを
保育できない場合（要件あり）、０歳から利用で
きます。
申込受付期間
　�11 月 20 日㈫～ 11 月 30 日㈮
　※土日祝日を除く午前９時～午後６時
申 込場所　子ども課

市外の幼稚園・保育園・認定こども園

申込受付期間
　�11 月 14 日㈬～ 16 日㈮
　※土日祝日を除く午前９時～午後５時
申 込場所　子ども課
　※�１号認定の場合は申し込み後、願書を各施設
に提出してください。

●申込書配布開始日・場所
　日程　11月１日㈭より配布開始
　配布場所　子ども課、各市民センター、各保育施設
●継続入園申し込み受け付け
　市内の施設　各施設へ申し込み
　市外の施設　子ども課へ申し込み
●新規入園申し込み受け付け（右側の説明をご覧ください）
　４月・５月入園を受け付けます。６月以降の入園申し込みは、
入園開始希望月の前々月末までにお申し込みください。

地区 幼稚園名 電話番号 利用定員 経営
山鹿 山鹿幼稚園（桜町） (43)1154 105 市立

地区 保育園名 電話番号 利用定員 経営

山鹿

山鹿保育園（川端町） (43)1153 110 市立
米田保育園（南島） （43)1159 50 市立
やはた保育園（熊入町） (43)1157 90 法人
大道保育園（方保田） (46)2328 80 法人
ゆりかご乳児保育園（下吉田） (44)2961 80 法人
山鹿東保育園（鹿校通） (44)6253 110 法人
山鹿中央保育園（山鹿） (44)3653 80 法人
平小城保育園（平山） (43)6084 90 法人
三岳保育園（寺島） (43)3874 50 法人
三玉保育園（久原） (43)6330 120 法人
山鹿若葉保育園（鹿校通） (43)7187 70 法人
山鹿西保育園（志々岐） (44)5582 50 法人
八玉保育園（久原） (43)5181 110 法人

鹿北 まほろば保育園（四丁） (32)2230 90 法人

菊鹿
つぼみ保育園（上永野） (48)2198 60 法人
栗の実保育園（長） (48)2134 50 法人
城北アソカ保育園（松尾） (48)2129 40 法人

鹿本
富慈園（中川） (46)2578 60 市立
稲光園（高橋） (46)5030 80 法人
かもと乳児保育園（下高橋） (46)3439 80 法人

鹿央 かおう保育園（合里） (36)2110 170 市立

地区 認定こども園名 電話番号 利用定員 経営

鹿本 鹿本こども園（御宇田） (46)2345 １号認定：30
２･３号認定：80 市立

山鹿 認定こども園霊泉幼稚園
（大宮通）(44)3120 １号認定：15

２･３号認定：20 法人

地区 地域型保育施設名 電話番号 利用定員 経営

山鹿
家庭的保育室ひよっこ（中）(28)9071 ３号認定：５ 法人
山鹿プラザ内保育園（山鹿） (43)3050 ３号認定：９ 法人

▼市内の幼稚園・保育園・認定こども園一覧

幼稚園の新規入園

保育園・地域型保育施設の新規入園

認定こども園の新規入園

市外施設の新規入園・継続入園

●認定こども園とは？
　就学前の乳幼児を、保護者の就労形態にかかわらず受け入れ、幼児教育と保育を一体的に行う機能を持つ施設です。

所在地　鹿本町御宇田 202 番地５
　現在の鹿本幼稚園を増築し、新たに幼保連携型認定こ
ども園として開園します。
休園日
　●　�１号認定児…土・日・祝日、長期休業期間（春季 ･夏季・
冬季）

　●　�２号・３号認定児…日曜日、祝日、年末年始（12 月
29 日～１月３日）

給食
　給食室を新設し、自園調理を実施します。
※�１号認定の場合、給食費を納入してもらいます。２号・
３号認定の給食費は、保育料に含まれています。

預かり保育（１号認定児対象）
　保護者の都合（保護者の病気、冠婚葬祭など）により、
教育時間終了後または長期休業期間に保育が必要な在園

児の預かり保育を実施します（16日／月の上限あり）。
延長保育（２号・３号認定児対象）
　保護者の勤務時間などにより、認定された時間を越え
て保育が必要な在園児の延長保育を実施します。
一時預かり保育
　保育園に通っていない乳幼児で、保護者の病気、冠婚
葬祭などの理由により保育が必要な場合、一時預かり保
育を実施します。
保育料
　「山鹿市特定教育 ･保育利用者負担額表」により算定
した額となります。
※現在の１号～３号認定による算定方法と同じです。
※�保護者の市町村民税所得割額の合計額から算定しま
す。世帯状況により祖父母などを合算対象とする場合
もあります。

●鹿本こども園の概要

●鹿本こども園入園の要件

年　齢 認　定 利用定員 要　件

３～５歳児
教育認定 １号認定 30 人 ３歳児から幼児教育希望の幼児

保育認定
２号認定 51 人 保護者の就労などにより日中家庭で保育できない乳幼児

※保育園の入園条件と同じ０～２歳児 ３号認定 29 人

●教育・保育の実施内容（月曜日〜金曜日）

時　間 　　7:00　　　　　　8:30　　　　　　　　　　　　　　　　　13:00　　　　　　　　15:00　　　　　　　　　　　18:30
　　　　　7:30　　　　　　　　　　　　　　　　11:30　　　　　　　　　　14:30　　　　　　　　　　　17:15　　　　　19:00

１号認定 教育
（運動遊び、学級活動） 給食

教育
（学級活動）

お
や
つ

預かり保育

２号認定 延
長
保
育

保育
お昼寝

保育 延
長
保
育３号認定 保育 保育

　問子ども課　☎（43）1514　問子ども課　☎（43）1514

幼児教育
３歳以上

幼稚園 保育園

保育
０歳～就学前

認定こども園

幼児教育と保育
０歳～就学前

イメージ
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●
新
た
な
ご
み
処
理
手
数
料
の
設
定

　

平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
か
ら
、
燃

や
す
ご
み
の
焼
却
処
理
は
、
現
在
建

設
中
の
山
鹿
市
環
境
セ
ン
タ
ー（
石
）

で
行
い
ま
す
。
燃
や
す
ご
み
の
注

自

己
搬
入
も
、
山
鹿
市
環
境
セ
ン
タ
ー

へ
の
持
ち
込
み
と
な
り
ま
す
が
、
持

ち
込
み
は
ご
み
の
重
さ
に
応
じ
た
手

数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ご
み
の
排
出
抑
制
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
排
出
量
に
応
じ

た
負
担
の
公
平
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

環
境
行
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
各
収
集
所
の
ご
み

収
集
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

　

平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
か
ら
の
自

己
搬
入
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
、
詳

し
く
は
今
後
の
広
報
や
ま
が
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

注�

）
自
己
搬
入
と
は
、
引
っ
越
し
や

遺
品
整
理
な
ど
で
一
時
的
に
ご
み

が
多
量
に
出
る
場
合
や
、
通
常
の

ご
み
収
集
日
に
出
せ
な
い
場
合
な

ど
に
直
接
環
境
セ
ン
タ
ー
（
焼
却

場
）
に
持
ち
込
む
こ
と
で
す
。

山鹿市環境センター完成イメージ図

山鹿市
環境センター

岩
野
川

443

325

3

位置図自己搬入
持ち込み先

山鹿市
環境センター

（住所：石 416 番地）
家庭系一般廃棄物
持ち込み手数料 １回の搬入量 10㌔

ごとに 150 円事業系一般廃棄物
持ち込み手数料

建設中の環境センター（南西側から 10/3 撮影）

平成 31 年４月１日から
燃やすごみの自己搬入は手数料が必要です 　問環境課　☎（43）7211

きくかまつり
　９月 22日、あんずの丘をメイン会場に「きくかまつり」が開催。
歴史公園鞠

きく

智
ち

城や奥矢谷渓谷きらり、番所棚田をサテライト会場
として、さまざまなイベントが行われました。
①乗馬体験②太田神楽③古代衣装コスプレ体験④マスのつかみ取り⑤クライ
ミング体験⑥⑦遊びに来てくれた皆さん⑧菊鹿小学校音楽部⑨菊鹿園児お遊
戯会⑩浴衣踊り⑪ヒップホップダンス⑫真田民謡会

①

③

⑤

⑧ ⑨

⑥ ⑦

④

②

⑩ ⑪

⑫

第１回
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街角ぐるっとナビ 街角ぐるっとナビ 

体育の日。スポーツに親しみ、健康づくり
…山鹿市スポーツフェスティバルと健康づくりフォーラム  10 月８日
　山鹿市総合体育館でスポーツフェスティバルを開催。約
300人の市民が参加し、体力テストやニュースポーツ体験
で汗を流しました。また、初の試みとして、スリッパ飛ば
し大会を実施。小学１・２年生の部で優勝した山鹿小学校
の川口想

そう

眞
ま

さん（２年）は「スリッパ飛ばし大会は楽しかっ
たです。優勝できてうれしい。シャトルランはとても疲れ
ました」と話しました。
　午後からは健康づくりフォーラムを開催し、約240人
の市民が参加。R

ラ イ ザ ッ プ

IZAP トレーナーの若山博
ひろ

行
ゆき

さんの講
演や、各種健康相談・体験などを行い、参加者は自身の健
康について考える良い機会となったようです。

反復横跳びの様子

ねんりんピック富山 2018 出場決定！
…やまが太極拳愛好会

報告に訪れた皆さん

　やまが太極拳愛好会（中原隆
たか

夫
お

会長）は、５月12日に
熊本市で開催された熊本県シルバースポーツ交流大会の太
極拳団体戦に、チーム名「ひご乙女」として７人が出場。
見事優勝し、11月３日㈷から開催される「ねんりんピック
富山2018」への出場を決め、中嶋憲

けん

正
せい

市長へ報告に訪れ
ました。監督を務める星子久

ひさ

典
のり

さんは「熊本県の代表とし
て一生懸命頑張ってきます」と意気込みを語りました。
　また、同会は９月２日に鹿児島県で行われた九州・沖縄
ブロックさわやか武術太極拳大会に出場。24式太極拳で有
働真

ま

澄
すみ

さんが優勝、自選楊式太極拳で星子久
ひさ

典
のり

さんが準優
勝、32式剣太極拳で掘聖

せい

也
や

さんが３位という好成績でした。

おいしいみかんをたくさん食べてください
…山鹿小学校でみかんの贈呈式　　　　　　　　　　　10 月 16 日
　ＪＡ鹿本みかん部会（古川哲

てつ

郎
ろう

部会長他）から、管内の各小
学校へ、みかん67箱（１箱10
㌔）が贈られました。山鹿小学
校で行われた贈呈式では、児童
を代表して２年１組の有働穗

ほ

ノ
の

花
か

さん、山口乃
の

瑛
え

さん、江藤蒼
あおい

さんがみかんを受け取り、その
場で試食。「みかんが大好きで
す。みんなでおいしくいただき
ます」とお礼を述べました。

おいしそうにみかんを頬張る３人。左
から山口さん、有働さん、江藤さん

、

命を大切にする、やさしい熊本への貢献
…動物愛護功労者熊本県知事表彰受賞
　熊本県動物愛護推進員として活動している佐々
木千

ち

代
よ

美
み

さん（菊鹿町下内田）と、星子絵
え

美
み

さん（南
島）が県知事表彰を受賞しました。この表彰は今
年度から創設されたもので、県内で 11人が受賞。
佐々木さんと星子さんは５年以上にわたり保健所
の保護犬の散歩や里親募集に貢献したことなどが
評価されたものです。また、本市が４月から５月
に行う狂犬病予防注射では、飼い主へのアドバイス
など、さまざまな協力をされています。２人は「今
後も人と動物が共生できる、やさしいまちづくりの
お手伝いをしたい」と話しました。

左から佐々木さん、星子さん

、

一流シェフのおいしい料理に大満足
…まほろば保育園に食育訪問　　    10 月 17 日

チョコレートファウンテンも楽しみました

瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

伊
東
雄ゆ

う

二じ

さ
ん
　
山
鹿
（
山
鹿
）

　

長
年
に
わ
た
る
教
職
生
活
の
中

で
、
常
に
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、

山
鹿
市
立
大
道
小
学
校
校
長
と
し

て
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
教
育
行
政

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　  　　　叙勲受章のご紹介
熊本県中学校英語暗唱大会に出場します！
…平成 30 年度山鹿市中学校英語暗唱大会   ９月 18 日
　市内６校が参加し、平成30年度山鹿市中学校英語暗唱
大会が鹿本市民センターで開催。各学年の代表数人が教
科書の１単元を役割ごとに分けて暗記し披露。表現力の素
晴らしさや堂々とした発表の様子に、審査の先生方も感動
したようでした。結果は、1年生：１位山鹿中学校、２位
鶴城中学校、３位鹿本中学校。2年生：１位米野岳中学校、
２位鹿本中学校、３位山鹿中学校。3年生：１位鹿本中学校、
２位鹿北中学校、３位菊鹿中学校でした。各学年の１位は、
11月13日㈫に熊本市男女共同参画センターはあもにいで
開催される熊本県中学校英語暗唱大会に、山鹿市代表とし
て出場します。１位の学校は県大会でも頑張ってください。

入賞した各学校の生徒ら

熊本地震復興支援ボランティア活動で来熊
…赤穂高等学校の山鹿市表敬訪問　　　　  ９月 27 日
　兵庫県赤穂市の赤穂高等学校より生徒 40 人と先生７
人が熊本地震復興支援ボランティア活動で熊本を訪問。
初日となるこの日、姉妹都市である山鹿市を訪れ「友好
の証」として生徒が製作した竹灯りを贈呈しました。贈
呈式のあと、市役所ロビーにて同校
音楽部によるコーラス「五木の子守
唄」「おてもやん」の２曲が披露され、
両市の交流を深めました。生徒らは
４日間のスケジュールで被災した西
原村や熊本市でボランティア行い、
熊本に元気と笑顔を届けました。

赤穂高等学校音楽部のコーラス 

贈呈された竹灯り

みんなで歌えば楽しさも倍増！
…「うたごえ広場」うたおう会　　　　　　　　　　　　10 月６日
　歌うのが好きな人が集まり、
みんなで合唱する「うたごえ広
場」（うたおう会主催：古庄喜

き

久
く

惠
え

代表）の 2回目が鹿本町
のゆーくんち（旧来民郵便局）
で開催。この日は台風が近づく
中、31人が参加して歌謡曲や
童謡を熱唱。友達と参加した小
椋弘

ひろ

子
こ

さんは「一人で歌うのは
緊張するけど、みんなで歌うと
楽しく歌えます」と笑顔でした。 この日は 15曲をみんなで熱唱

花や緑を通して、心の通いあうコミュ二ティづくり
…川北地区花いっぱい運動　　　　　　　　　　　　　   ９月16日

　鹿本町の川北地区公民館が
メランポジウムやマリーゴール
ドの花で華やかになりました。
これは６月３日に同地区が行っ
た「花いっぱい運動」で植えた
苗がきれいに咲いたもので、こ
の日は、花植えに参加した子ど
もたちが集合。中富小学校６年
生の山内啓

け

依
い

さんは「前の道を
通る人がきれいだなぁと思って
くれたらうれしい」と話しました。川北地区の子どもたち

　全日本司
し

厨
ちゅう

士
し

協会熊本支部（上野賢
けん

三
ぞう

支部長）
の会員ら21人が、鹿北町のまほろば保育園（瀬口
英
えい

子
こ

園長）を訪問。園児らにおいしい料理とデザー
ト合わせて12品を振る舞いました。同協会は西洋
料理の調理師の団体で、毎年10月 20日のシェフ
ズデーに合わせ、保育園などで食育活動を行って
います。上野支部長は「ご飯を作ってくれるおう
ちの人や、食材を作ってくれる人たちに『ありが
とう』の気持ちを持って食べてください」とあい
さつ。たくさん食べて満腹になった竹下蒼

そ

空
ら

君（年
長）は「唐揚げがおいしかった」と笑顔でした。



場広の ● みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、
原稿や写真を山鹿市役所情報システム広報課へ郵送または持参してください。

● 紙面の都合で掲載を調整する場合があります。み なん

広報やまが　2018.11　1617　2018.11　広報やまが

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時
・
内
容

　

11
月
11
日
㈰　

　

午
前
10
時
〜
11
時
半

◦�

出
演　

ま
ほ
ろ
ば
保
育
園
、
め
の

だ
け
小
合
唱
部
、八
幡
小
器
楽
部
、

鶴
城
中
ソ
ー
ラ
ン
、
山
鹿
中
吹
奏

楽
部

�

◦
場
所　
さ
く
ら
湯
横�

多
目
的
広
場

◦
参
加
費　

無
料

※
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

山
鹿
だ
い
す
き
！

「
さ
く
ら
湯
朝
市
」

山
鹿
も
て
◯
マ
ー
ケ
ッ
ト

◦�

日
時　

11
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所　

湯
の
端
公
園

◦�
内
容　

健
康
野
菜
や
手
作
り
品
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

※
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

　

月
が
と
っ
て
も
丸
い
か
ら

　
　

コ
ン
サ
ー
ト
（
明
日
は
満
月
）

◦
日
時　

11
月
22
日
㈭

　
　
　
　

午
後
７
時

◦
場
所　

夢
想
庵

◦�

講
師　

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

星
子
晴は

る

久ひ
さ

と
ゆ
か
い
な
仲
間

◦
会
費　

５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　

葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
43
）２
２
１
１

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

絵
本
の
話

絵
本
と
お
は
な
し
風
吹
き
か
ら
す

　

詩
人
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏
に
よ

る
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
絵
本

の
話（
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動
）。

◦���

日
時　

11
月
25
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

◦�

場
所　

天て
ん

聽ち
ょ
うの

蔵

◦�

講
演
会

　

�「
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
絵
本

の
話
」

◦�

講
師　

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏

※�

中
学
生
以
上
、
子
ど
も
た
ち
に
関

わ
る
大
人
対
象
の
研
修
会
で
す
。

◦�

参
加
費　

千
円

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
大
坪
）

☎（
43
）０
８
７
４

祝 

温
泉
祭
「
湯
の
町
や
ま

が 

華
の
響
宴
」チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

公
演

山
鹿
市
山
鹿
文
化
協
会

　

吟
詠
、踊
り
、バ
レ
エ
、フ
ラ
ダ
ン

ス
、華
道
な
ど
８
団
体
に
よ
る
盛
り

だ
く
さ
ん
の
楽
し
い
内
容
で
お
送
り

し
ま
す
。皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

11
月
11
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
３
時
半

◦
場
所　

八
千
代
座

◦�

入
場
料　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
43
）２
３
４
３
（
高
巣
）

☎（
43
）０
０
０
１
（
堀
川
）

第
2
回
「
あ
や
い
と
の
会
」

作
品
展

あ
や
い
と
の
会

　

一
針
一
針
こ
こ
ろ
を
込
め
て
縫
い

上
げ
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味

を
生
か
し
た
、多
彩
な
作
品
の
展
示

会
で
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
得
す
る
健
康
講
座

鹿
本
地
区
公
民
館

　

み
ん
な
で
支
え
合
お
う「
か
も
と
」

講
演
会

◦�

日
時　

11
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

◦�

場
所　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

◦�

講
演
内
容　

〜
脳
ト
レ
・
筋
ト
レ
・

心
と
身
体
の
健
康
づ
く
り
〜
「
姿

勢
が
変
わ
れ
ば
人
生
が
変
わ
る
」

　

�

１
部
「
椅
子
に
座
っ
て
講
話
お
よ

び
手
足
を
動
か
す
脳
ト
レ
」

　

�

２
部
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
＆
正
し
い

姿
勢
と
歩
き
方
」

◦�

講
師　

藤
山
み
ど
り
氏
（
介
護
予

防
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、認
知
症
予

防
専
門
士
）、藤
山
し
の
ぶ
氏
（
肥

満
予
防
健
康
管
理
士
、健
康
体
操

連
盟
健
康
体
操
指
導
士
）

◦�
参
加
費　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
田
中
）

☎（
46
）５
０
７
５

地
雷
撤
去
の
た
め
「
書
き
損

じ
は
が
き
」
集
め
て
い
ま
す

カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
地
雷
被
害
を
一

刻
も
早
く
な
く
す
た
め
、書
き
損
じ

の
は
が
き
を
な
ど
を
集
め
て
換
金

し
、地
雷
撤
去
団
体
へ
寄
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。は
が
き
３
枚
で
１
㎡
の

山
鹿
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

秋
の
行
事

山
鹿
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

芸
能
大
会

　
第
26
回
芸
能
大
会
を
、
会
員
の
皆

さ
ん
出
演
で
開
催
し
ま
す
。
内
容
は

カ
ラ
オ
ケ
、
舞
踊
、
健
康
ダ
ン
ス
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
、太
極
拳
、

合
唱
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
芸
能
人
顔
負
け
の
衣
装
や
年

を
感
じ
さ
せ
な
い
歌
声
、
踊
り
で
元

気
を
も
ら
え
ま
す
。

◦�

日
時　

11
月
10
日
㈯　

午
前
９
時

半
〜
午
後
３
時
半（
午
前
９
時
開
会
）

健
康
セ
ミ
ナ
ー

　
高
齢
化
で
、
か
ん
だ
り
飲
み
込
ん

だ
り
す
る
口
腔
機
能
が
低
下
、
ま
た

歯
周
病
な
ど
も
重
な
り
誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺
炎

や
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
を
も
た

ら
し
ま
す
。
そ
の
大
切
な
お
口
に
つ

い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

◦
日
時　

11
月
17
日
㈯�

午
後
１
時
半

◦
講
演

　
「
歯
と
口
の
健
康
に
つ
い
て
」

◦
講
師　

熊
本
県
歯
科
医
師
会

　
　
　
　

宮
坂
圭け

い

太た

先
生

◦
会
場　

山
鹿
市
老
人
福
祉
セン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
鬼
木
）

☎（
43
）１
１
０
４

◦�

日
時　

11
月
16
日
㈮
〜
18
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

◦
場
所　

温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿　

３
階

◦�

内
容　
つ
る
し
雛
、
布
製
バ
ッ
グ
、

子
ど
も
用
品
、
婦
人
服
、
ク
リ
ス

マ
ス
グ
ッ
ズ
、
そ
の
他
の
作
品
展
示

※
実
演
・
体
験
も
あ
り
ま
す
。

◦�

入
場
料　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
永
田
）

☎（
46
）３
３
０
３

地
雷
原
の
撤
去
費
用
に
変
わ
り
ま

す
。回
収
品
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◦�
対
象
品　

書
き
損
じ
・
未
使
用
の

は
が
き
、
未
使
用
の
切
手
、
未
使

用
の
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド

※�

事
務
局
宛
に
郵
送
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
（
送
料
は
自
己
負
担
）。

◦�

送
付
先　

〒
８
１
４

−

０
０
０
２

福
岡
市
早
良
区
西
新
１

−

７

−

10

−

７
０
２
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
２（
８
３
３
）７
５
７
５

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

▶春山千章　水墨画展
　人物を中心に展示します
　�期間　11 月１日㈭～ 15 日㈭

▶吉田茂喜　絵画展
　崎津教会の風景を中心に展示します
　期間　11 月 16 日㈮～ 30 日㈮

※�日曜日定休。時間は 11：30 ～ 18：00
　（最終日は 15：00 まで）

※ �17 日㈯・18 日㈰は、かほくまつり参加のため
お休みです。

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

熊
本
県
就
職
フ
ェ
ア

熊
本
県
あ
て
る
プ
ラ
ス

　

就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
で
は
、

熊
本
を
代
表
す
る
企
業
約
20
社
が
集

ま
っ
て
、
事
業
内
容
や
仕
事
の
内
容

を
説
明
し
ま
す
。
書
類
選
考
な
し
で
、

企
業
の
担
当
者
と
話
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
で
す
。ぜ
ひ
、参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　

11
月
20
日
㈫

　

開
場　

午
後
１
時
〜
４
時

　
（
受
け
付
け
：
午
後
０
時
半
）

◦�

場
所　

ホ
テ
ル
日
航
熊
本　

５
階

「
天
草
」（
熊
本
市
中
央
区
）

◦�

対
象
者　

就
職
、
転
職
を
考
え
て

い
る
人
。
年
齢
、
経
験
不
問

※�

参
加
費
無
料
、
履
歴
書
不
要
、
服

装
自
由

熊
本
県
網
膜
色
素
変
性
症

協
会
県
北
交
流
会
ｉｎ
や
ま
が

熊
本
県
網
膜
色
素
変
性
症
協
会

　

同
じ
患
者
さ
ん
同
士
で
お
話
し
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時　

11
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

◦�

場
所　

山
鹿
保
健
所
会
議
室

�

◦
参
加
費　

無
料

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
荒
木
）

☎
０
９
０（
９
４
１
９
）７
１
１
０

小
さ
な
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

こ
ん
さ
あ
とや

ま
が
和
楽
器
伝
承
塾

　

山
鹿
こ
ど
も
お
こ
と
教
室
の
初
め

て
の
発
表
会
で
す
。
箏こ

と

を
始
め
て
半

年
か
ら
３
年
目
の
小
中
学
生
15
人

が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し

ま
す
。
独
奏
曲
や
全
員
合
奏
、箏
曲
・

童
謡
・
ア
ニ
メ
な
ど
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

◦
日
時　

11
月
25
日
㈰　

　
　
　
　

開
場
：
午
後
１
時
半

　
　
　
　

開
演
：
午
後
２
時

◦�

場
所　

八
千
代
座
交
流
施
設

◦�

入
場
料　

無
料

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
小
路
永
）

☎
０
９
６（
３
４
６
）７
２
８
８

ク
リ
ス
マ
ス
を
待
ち
望
む

映
画
の
ひ
と
と
き

カ
ト
リ
ッ
ク
山
鹿
教
会

◦
上
映
映
画

　
「
素
晴
ら
し
き
哉か

な

、
人
生
」

　
（
１
９
４
６
年
ア
メ
リ
カ
映
画
）

◦
日
時　

12
月
８
日
㈯

　

会
場
：
午
後
１
時

　

上
映
：
午
後
１
時
半

◦
場
所　

天て
ん

聽ち
ょ
うの
蔵

◦�

入
場
料　

無
料

※
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
森
田
）

☎
０
７
０（
５
０
８
３
）３
９
９
３

「
お
蚕か

い
こ

さ
ん
の
一
生
」
展

山
鹿
・
湯
の
端
美
術
会

◦���

日
時　

11
月
２
日
㈮
〜
４
日
㈰

　

�

午
前
11
時
半
〜
午
後
５
時

奎け

い

ど

う堂
文
庫
展
示
資
料
室

企
画
展

鹿
本
商
工
高
等
学
校

「
奎
堂
文
庫
で
近
代
日
本
の
幕
開
け

に
親
し
む
」

　

こ
と
し
は
明
治
１
５
０
年
。鹿
本

町
出
身
の
元
総
理
大
臣
清
浦
奎け

い

吾ご

伯

が
寄
贈
し
た
図
書
館
「
奎
堂
文
庫
」

に
現
存
す
る
明
治
元
年
前
後
の
資
料

を
展
示
。当
時
の
文
化
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◦�

日
時　

11
月
１
日
㈭
〜
16
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
（
学
校
休
業
日
は
休
み
）

◦�

場
所　

鹿
本
商
工
高
等
学
校

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
岩
崎
）

☎（
46
）３
１
９
１

第
30
回

平
小
城
ふ
れ
あ
い
祭
り

平
小
城
地
区
公
民
館

◦�

日
時　

11
月
25
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◦
場
所　

平
小
城
小
学
校
体
育
館

◦�

内
容　

演
芸
大
会
、
バ
ザ
ー
、
農

産
品
販
売
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、

餅
投
げ
、
作
品
展
示
、
体
験
学
習

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
43
）１
１
２
５

◦�

問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６（
３
１
２
）４
６
１
０

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

◦�

場
所　

天て
ん

聽ち
ょ
うの
蔵

◦�

内
容

　

�　

養よ
う

蚕さ
ん

風
景
を
取
材
し
た
写
真
の

展
示
と
ス
ラ
イ
ド
。
野や

蚕さ
ん

に
つ
い

て
の
資
料
の
展
示
と
野
蚕
の
立
体

刺
し
ゅ
う
。
製
糸
用
陶
製
鍋
、
蚕

の
一
生
模
型
、
繭ま

ゆ

と
生
糸
の
標
本

瓶
、
養
蚕
用
具
の
展
示
。
真
綿
に

触
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
。

◦�

入
場
料　

無
料

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
木
部
）

☎
０
８
０（
６
４
２
６
）４
５
１
９



新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

広報やまが　2018.11　1819　2018.11　広報やまが

謎めいたマスターが旨い酒とさかなを
出す、四つ木銀座にある風変わりな飲
み屋を舞台に繰り広げられる、不思議
で切ない連作長篇。「初恋心中」「小さ
な幸せ」など全6篇を収録。『小説幻冬』
掲載を単行本化。

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

山鹿市民交流センター１階　中会議室１
・こども上映会「おしりたんてい①」
　▷11月４日㈰午後２時（60分）
・図書館deシネマ「紙屋悦子の青春」
　▷11月25日㈰午後２時（120分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷11月３日㈷・10日㈯・17日㈯・24日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷11月６日㈫・13日㈫・20日㈫・27日㈫
＊山鹿ブランドをご紹介！
＊健康増進課より「健康づくり教室」について情報発信！
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷11月３日㈷（ぬいぐるみおとまり会）・10日㈯・17日㈯・24日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷11月６日㈫・13日㈫・20日㈫・27日㈫
＊こもれび図書館まつりを11月４日㈰に開催！
　�「雑誌ふろくプレゼント」「木のおもちゃづくり」
「リサイクルフェア」他、楽しいイベント盛り
だくさん！ご来館をお待ちしています !!

休
館
日

ひだまり図書館
11月５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪
こもれび図書館
11月７日㈬・14日㈬・21日㈬・28日㈬

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

「食べる」「かむ」という機能を存続さ
せるためには、歯の健康だけでなく、
舌をはじめ、口の機能をトータルで考
えなくてはならない。舌の役割を解説
するとともに、舌を衰えさせない方法
を紹介。口と体の管理法も伝える。

『あなたの老いは舌から始まる』
菊谷武 /著　ＮＨＫ出版 /出版

『銀河食堂の夜』
さだまさし/著　幻冬舎 /出版

市　民　文　芸

【ひだまり】
【こもれび】

文房具を正しく自由に操れるようにな
ろう !子どもが学校でよく使う文房具の
中から 4つの道具を選び、写真やイラ
ストとともに詳しく解説。鉛筆やシャー
プペンシルなど「書く道具」を取り上
げる。

『文房具を使いこなす』
WILL こども知育研究所編　フレーベル館/出版

　自分の趣味や特技を生かして起業を考えている人、
プチ起業塾でノウハウを学んでみませんか。「趣味を
生かして地域を元気にしたい」そんな思いを応援しま

す。瀬戸内ジャムズガーデンの松嶋匡
た だ

史
し

氏や地元起業
家、金融機関の関係者を招き、小さな起業をするため
のスキルとセンスを学ぶ、全５回の講座です。

期　間　11月 20 日㈫から平成 31年２月まで
　　　　平日午後７時から５回開催
会　場　山鹿市民交流センター他
対象者　�山鹿市内での起業に興味がある人、または計

画している人
参加費　無料　　定員　25人
申込期 限　11月16日㈮（電話でお申し込みください）
内　容
　第１回　ジブンゴト化ワーク…「私のやりたいこと・できること」と「地域課題解決ニーズ」の棚卸し
　第２回　リソース深掘ワーク…「ヒト・もの・コト・場所」を検証
　第３回　事業化プラン作成ワーク…ビジネスプランフォームを作成
　第４回　財務視点ワーク…金融機関講師から創業資金調達・収支計画作成を学びます
　第５回　プラン発表ブラッシュアップ…ビジネスプランを発表

松嶋匡史氏（46 歳）
　大手電力会社を脱サラし山口
県周

す お う

防大島で、手作りジャムの
専門店「瀬戸内ジャムズガーデ
ン」を開業。島特産の果実から
つくる「どこにもないジャム」
は年間 10万個を販売する人気。

プチッと起業しませんか プチ起業塾 参加者募集 問地域生活課　☎（43）1114

短
　
歌

鹿
本
短
歌
会　

九
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

銀
色
に
染
ま
る
夕
刻
街
路
樹
の
欅
並
木
は
さ
め
ざ
め
と
泣
く　
　
　
　
　

松
尾　

光
浩

蛙
鳴
く
真
夜
に
寝
返
り
打
ち
な
が
ら
退
院
以
後
の
下
肢
を
き
づ
か
ふ　
　

水
町
千
鶴
子

穏
や
か
な
天
草
湾
を
前
に
し
て
外そ

と

海み

の
鮫
を
想
ふ
夏
の
日　
　
　
　
　
　

森
本
す
み
子

石
人
短
歌
会　

九
月
例
会

富
田
豊
子
選

さ
る
す
べ
り
の
白
き
花
び
ら
地
に
落
ち
て
早
秋
の
か
た
ち
こ
こ
に
匂
へ
り　

三
森　

京
子

敬
老
の
日
は
病
院
で
赤
飯
を
感
謝
、
感
謝
と
ゆ
っ
く
り
食
べ
る　
　
　
　

松
岡
み
ち
え

吹
く
風
に
実
り
の
稲
穂
「
よ
へ
ほ
・
よ
へ
ほ
」
山
鹿
燈
籠
の
歌
に
揺
れ
を
り　

鬼
木　

芳
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

十
月
例
会

稲
穂
田
は
眩
し
き
ば
か
り
黄
に
染
み
て
ド
ド
ン
・
ド
ド
ン
ド
祭
り
の
太
鼓　

山
口　

信
博

大
空
を
ス
イ
ス
イ
と
飛
ぶ
赤
ト
ン
ボ
来
年
も
来
い
よ
来
年
も
ネ　
　
　
　

池
田　

敏
子

耳
遠
き
姑
の
晩
年
偲
び
つ
つ
形
見
の
補
聴
器
つ
け
て
出
か
く
る　
　
　
　

鹿
子
木
泰
子

鹿
北
短
歌
会

渕
上
修
次
選

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」七
年
わ
れ
を
呼
び
く
れ
し
疎
開
児
去
り
て
ひ
と
り
見
る
月　

貞
熊
喜
美
子

バ
ラ
が
咲
い
た
バ
ラ
が
咲
い
た
よ
坪
先
に
そ
こ
だ
け
あ
か
るい
梅
雨
ぐ
も
る
日
に　

弓
掛
む
つ
子

玄
関
の
チ
ャ
イ
ム
の
音
に
出
迎
え
ん
と
我
と
犬
と
が
競
い
て
走
る　
　
　

古
川　

恵
子

菊
鹿
短
歌
会　

十
月
詠
草

校
舎
間
を
霧
の
流
れ
る
ご
と
く
聴
く
大
地
讃
頌
合
唱
の
声　
　
　
　
　
　

渕
上　

修
次

渕
上
修
次
選

わ
く
ら
葉
の
栗
の
枯
葉
は
散
り
初
め
り
峠
の
栗
園
暑
き
風
吹
く　
　
　
　

片
山　

陽
子

秋
立
つ
や
猛
暑
の
中
に
風
の
見
ゆ
夕
闇
迫
り
虫
の
声
す
る　
　
　
　
　
　

富
田　

龍
子

鹿
央
短
歌
会　

九
月
作
品

も
う
す
ぐ
に
収
穫
で
き
る
と
楽
し
み
に
待
つ
と
う
き
び
を
ご
っ
そ
り
烏
か　

木
下　

精
子

瓶
に
さ
す
千
日
紅
の
色
の
良
さ
長
き
命
の
花
に
な
り
た
い　
　
　
　
　
　

森　
　

道
子

ト
レ
ニ
ア
の
青
紫
の
群
生
が
酷
暑
に
め
げ
ず
咲
き
て
涼
し
き　
　
　
　
　

東　

よ
り
子

三
岳
短
歌
会　

九
月
例
会

世
に
つ
れ
て
畑
の
草
も
変
は
り
ゆ
く
名
知
ら
ぬ
草
が
の
び
の
び
と
立
つ　

立
山　

〆
子

朝
も
や
に
か
す
む
対
岸
合
歓
の
花
見
つ
つ
法
華
寺
橋
ま
で
き
た
り　
　
　

牧
山
シ
マ
子

虫
の
音
と
夜
風
を
入
れ
て
窓
を
開
け
暑
さ
し
の
ぎ
ぬ
葉
月
の
宵
は　
　
　

迎
田　

栄
子

肥
後
狂
句

俳
　
句

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

八
月
例
会

互
選
句

ち
ょ
う
ど
良
か　

甘
さ
控
え
が
よ
か
ば
い
た

中
満　

甘
柿

ち
ょ
う
ど
良
か　

太
さ
も
柄
も
気
に
入
っ
た

荒
平　
　

峠

若
き
ゃ
な
ら　

ま
だ
再
婚
も
夢
じ
ゃ
な
か

宮
園
す
ま
こ

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

九
月
例
会

黒
田
如
水
選

秋
か
な
あ　

ス
マ
ー
ト
に
な
る
影
法
師

新
谷　

不
動

い
つ
ま
で
も　

忘
れ
ち
ゃ
い
か
ん
あ
の
戦
禍

川
上　

火
男

知
恵
の
多
さ　

良
か
れ
悪
し
か
れ
ひ
ら
め
か
す

稗
田　

恵

仲
の
良
さ　

今
老
春
の
花
盛
り

小
水
流
繁
富

い
つ
ま
で
も　

互
い
の
肩
と
杖
に
な
り

竹
下　

賀
松

荻　

正
好
選

い
つ
ま
で
も　

続
い
て
欲
し
い
平
和
の
世

遠
藤　

上
気

仲
の
良
さ　

遺
産
し
こ
た
ま
貰
う
迄

佐
々
木
二
世

仲
の
良
さ　

労
り
合
っ
て
手
を
添
え
る

坂
口　
　

法

が
さ
が
さ　

こ
の
手
が
自
慢
金
メ
ダ
ル

前
田　

幸
代

子
守
唄　

母
の
ナ
マ
リ
が
懐
か
し
い

藤
本　

白
扇

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

傷
つ
い
た
北
の
大
地
に
秋
の
虹　
　
　
　
　

福
島　

好
美

雨
の
夜
半
淋
し
き
声
や
ち
ち
ろ
虫　
　
　
　

東
田　

一
子

被
災
せ
る
北
の
大
地
は
早
や
霜
夜　
　
　
　

丸
山　

澄
子

タ
ッ
プ
俳
句
会　

山
口
信
博
選

嫁
ぐ
娘
の
背
に
あ
か
あ
か
と
秋
の
月　
　
　

栄　

ひ
ろ
み

吹
き
上
げ
る
風
の
カ
タ
チ
に
落
ち
葉
舞
う　

村
上　

真
一

櫨
の
実
も
生
き
生
き
今
日
の
日
本
晴
れ　
　

松
尾　

光
浩

山
鹿
俳
句
会
　
九
月
例
会

利
光
釈
郎
選

郷
が
み
な
見
ゆ
る
高
き
に
登
り
け
り　
　
　

松
下　

圭
士

母
の
本
母
の
青
春
夢
二
の
忌　
　
　
　
　
　

光
永　

紀
子

秋
の
庭
猫
一
匹
に
み
つ
め
ら
れ　
　
　
　
　

谷　

美
和
子



問環境課  ☎(43)7211

環境だより環境だより

広報やまが　2018.11　2021　2018.11　広報やまが

光
回
線
の
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
は
、
内
容
を

よ
く
理
解
し
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う

【
事
例
】

●　

 

契
約
中
の
大
手
通
信
事
業
者
Ａ
を
名
乗
る
電
話
が

あ
り
「
光
コ
ラ
ボ
の
案
内
。
今
よ
り
千
円
ほ
ど
安

く
な
る
」
と
勧
誘
さ
れ
た
。
Ａ
社
の
プ
ラ
ン
変
更

だ
と
思
い
手
続
き
を
し
た
ら
、
別
会
社
と
の
契
約

に
な
っ
て
い
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
光
回
線
を
借
り
受
け
た
事
業
者
が
提

供
す
る
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
（
光
コ
ラ
ボ
）
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
　�

勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
返
事
を
せ
ず
、
契
約
先
の

事
業
者
名
、
サ
ー
ビ
ス
名
な
ど
契
約
内
容
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
内
容
が
理
解
で
き
な
い
、
必
要
が

な
い
と
思
っ
た
場
合
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

●
　�

光
コ
ラ
ボ
は
、
電
気
通
信
事
業
法
の
解
約
ル
ー
ル

で
あ
る
「
初
期
契
約
解
除
制
度
」
の
対
象
で
す
。

解
約
し
た
い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
光
コ
ラ
ボ
事

業
者
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
工
事
費
と

契
約
時
の
事
務
手
数
料
な
ど
は
支
払
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※�

不
安
を
感
じ
た
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）０
１
８
８

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

油
流
出
事
故
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

地域おこし協力隊通信 問地域生活課 ☎（43）1114地域おこし協力隊通信

山
鹿
発 

食
卓
行
き

熟
れ
し
〜
話

食と
農

や
ま
が
び
と

移住
定住

う

み
　お
　こ

ち

き
く

ま
が
た
ま

こ
　ろ
う

お
お
　だ

う
じ
が
み

し

め

な
わ

し

で

か
ぐ
ら

ど
の

ま
い

ゆ
ら
り
鹿
北
町

暮ら
し

イベ
ント 　栗

が
落
ち
始
め
る
、
秋
の
始
ま
り
。

先
日
、旧
岳
間
小
学
校
の
「
ほ
っ
と
岳
間
」

で
は
、
名
産
品
で
あ
る
栗
を
使
っ
た
料

理
教
室
「
う
ま
か
も
ん
教
室
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
教
室
で
は
、
里
山
で
採
れ
る
「
う

ま
か
も
ん
」
を
、
ど
の
家
庭
に
も
あ
る
調

味
料
で
作
り
ま
す
。
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

栗
ご
は
ん
・
栗
団
子
・
栗
だ
ご
汁
と
い
う
、

鹿
北
産
の
栗
を
た
っ
ぷ
り
と
使
っ
た
〝
栗

づ
く
し
〞。
炊
飯
釜
の
ふ
た
を
開
け
る
と
、

ご
飯
の
炊
け
た
い
い
匂
い
に
混
じ
っ
て
、

栗
の
香
り
が
湯
気
と
と
も
に
ふ
わ
り
と
漂

い
ま
す
。
だ
ご
汁
も
栗
が
入
る
だ
け
で
甘

み
が
増
し
、
そ
の
味
に
秋
を
感
じ
ま
す
。

　講
師
は
地
元
の
「
食
の
名
人
」
で
あ
る
古

田
美
生
子
さ
ん
。
古
田
さ
ん
の
お
話
に
は
い

つ
も
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
知
識
も
深
ま
り

ま
す
。
参
加
者
の
メ
モ
に
は
ぎ
っ
し
り
と
書

き
込
ま
れ
、
収
穫
の
多
さ
が
分
か
り
ま
す
。

　里
山
の
お
い
し
さ
を
体
感
で
き
る
「
う
ま

か
も
ん
教
室
」。今
後
も
楽
し
み
で
す
。（
戸
村
）

　彼
岸
花
が
咲
き
誇
る
9
月
22
日
に
開
催

さ
れ
た
第
１
回
「
き
く
か
ま
つ
り
」。
当
日

は
秋
晴
れ
の
祭
り
日
和
。
メ
イ
ン
会
場「
あ

ん
ず
の
丘
」は
も
ち
ろ
ん
、私
が
担
当
の「
鞠

智
城
会
場
」
も
、
乗
馬
・
勾
玉
づ
く
り
な

ど
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　鼓
楼
前
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
菊
鹿
町
に
残

る
幾
つ
か
の
伝
統
芸
能
か
ら
、
太
田
地
区

伝
承
の
氏
神
へ
の
奉
納
神
楽
で
あ
る
「
太

田
神
楽
」
を
披
露
。
剣
と
鈴
を
手
に
舞
う

神
楽
は
神
秘
的
で
、
観
光
で
来
て
い
た
イ

ス
ラ
エ
ル
の
皆
さ
ん
も
感
動
さ
れ
て
い
ま

し
た
。菊
鹿
文
化
歴
史
探
訪
会
の
皆
さ
ん
が
、

注
連
縄
と
紙
垂
な
ど
の
手
配
か
ら
舞
殿
の

準
備
ま
で
精
力
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　今
回
「
き
く
か
ま
つ
り
」
実
行
委
員
会

と
企
画
運
営
部
会
に
協
力
隊
と
し
て
参
加
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
地
域
に
対
す
る
熱
い
思

い
を
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。ス
タ
ッ

フ
や
出
演
者
を
は
じ
め
、協
力
し
て
も
ら
っ

た
皆
さ
ん
、
ま
た
、
ご
来
場
の
皆
さ
ん
に

深
く
感
謝
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

 （
田
河
）

　移
住
１
年
で
思
う
、
秋
の
山
鹿
「
５
大
特

長
」。【
①
き
れ
い
な
空
】
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

と
無
縁
の
空
は
、
い
つ
で
も
ク
リ
ア
。
濃
い

青
空
、
夕
暮
れ
時
の
金
星
、
こ
と
し
15
年
ぶ

り
に
大
接
近
し
た
火
星
、
中
秋
の
名
月
、
す

べ
て
キ
ラ
キ
ラ
。【
②
栗
が
多
い
】
さ
す
が

は
西
日
本
一
の
栗
産
地
。
車
道
の
真
ん
中
に

見
事
な
栗
が
転
が
っ
て
い
る
こ
と
も
。
イ
ガ

グ
リ
は
タ
イ
ヤ
に
刺
さ
り
そ
う
な
鋭
さ
。【
③

黄
金
の
稲
穂
】
起
伏
に
富
ん
だ
大
地
が
２
千

年
の
米
づ
く
り
ア
ー
ト
に
。
菊
鹿
町
の
番
所

の
棚
田
を
は
じ
め
、
自
然
石
を
生
か
し
た
石

垣
と
の
コ
ラ
ボ
、
効
率
的
な
配
分
を
考
え

た
水
流
デ
ザ
イ
ン
に
驚
く
。
彼
岸
花
の
赤

も
収
穫
前
の
水
田
を
縁
取
る
。【
④
温
泉
に

感
謝
】
秋
風
吹
け
ば
急
に
温
泉
が
恋
し
く

な
る
も
の
。
市
内
各
地
に
湧
く
、
と
ろ
み

の
あ
る
名
湯
は
あ
り
が
た
い
限
り
。【
⑤
食

べ
過
ぎ
る
】
新
鮮
で
豊
富
な
秋
の
味
覚
が

食
卓
に
。
お
か
げ
さ
ま
で
体
重
は
前
年
比

５
㌔
増
。
美
味
に
囲
ま
れ
て
、
こ
の
秋
も

確
実
に
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
。
　
　
　（河
野
）

ふんわり
いい香り

みんなで
楽しく

学びます

栗づくし!
贅沢ランチ

第１回「きくかまつり」
鞠智城会場

ころう君も
乗馬体験

日々
実りの
山鹿

3

325

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
と
は
？

　

認
知
症
の
人
と
地
域
の
人
と
の

つ
な
が
り
を
通
し
て
、
認
知
症
の

人
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
地
域
に
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
認
知

症
の
人
や
家
族
・
支
援
者
・
一
般

の
人
が
リ
レ
ー
を
し
な
が
ら
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
た
す
き
を

つ
な
ぎ
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
に
北
海
道
を
出
発
し

た
こ
と
し
の
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
が
、
山
鹿

に
も
や
っ
て
き
ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー

は
オ
レ
ン
ジ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て

走
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日 

時　

11
月
11
日
㈰
午
前
10
時

（
午
前
11
時
ゴ
ー
ル
予
定
）

場 

所　
大
坂
総
合
歯
科（
熊
入
町
）

を
ス
タ
ー
ト
し
、
さ
く
ら
湯
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
コ
ー
ス

※�

さ
く
ら
湯
で
は
ゴ
ー
ル
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
担

当
：
山
下
）�

☎（
43
）１
０
７
７

　

 　

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴　
２
０
１
８
山
鹿

　

�　
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

たすき中継点
①コインランドリー
　しゃぼん
②山鹿中学校
③八千代座
④千代の園酒造

山鹿市役所
 ●

スタート（大坂総合歯科）

ゴール（さくら湯）

①

②

③

④

11
11 日

ラ　

 　
ン

と 

も

コ
ー
ス
図

昨年の様子

　

最
近
、
貯
油
（
廃
油
）
タ
ン
ク
の
ふ
た
の
閉
め
忘

れ
や
ド
ラ
ム
缶
の
転
倒
で
、
油
が
用
水
路
な
ど
に
流

出
す
る
事
故
が
た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

油
流
出
事
故
が
発
生
す
る
と
、
河
川
や
周
辺
の
飲

用
井
戸
水
お
よ
び
土
壌
の
汚
染
、
悪
臭
の
発
生
な
ど

で
、
住
民
の
健
康
や
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
作
物
や
魚
介
類
へ
の

影
響
な
ど
、
地
域
の
産
業
に
も
経
済
的
な
損
失
が
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
事
故
の
原
因
者
に
と
っ
て

も
、
流
出
し
た
油
の
回
収
や
復
旧
作
業
、
さ
ら
に
は

損
害
賠
償
へ
の
対
応
な
ど
、
多
大
な
労
力
と
経
済
的

な
負
担
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

少
し
の
注
意
で
防
げ
る
事
故
が
あ
り
ま
す
。
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
貯
油
タ
ン
ク
な
ど
の
管
理
徹

底
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

油
を
使
う
機
会
が
増
え
る

冬
場
を
前
に
確
認
を
！

油が河川に流出したため、オイルフェンス
と吸着マットを設置した様子

用水路に流出した油を、手作業で回収し
ている様子

油が流出すると…

回収に多大な労力が必要です！



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページですわ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園

広報やまが　2018.11　2223　2018.11　広報やまが

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

　ウイルスや細菌などの病原体は目・鼻・口などから体に侵入します。抵抗力が弱まっていると病
原体は増殖し、感染してさまざまな症状を引き起こします。特にウイルスは低温・低湿を好むため、
冬になるとインフルエンザや、ノロウイルスによる感染性胃腸炎などが、学校・幼稚園・保育園で
流行する場合があります。

●予防策
　ウイルスや細菌を遠ざけ、侵入を防ぎ、抵抗力を強
くすることで、感染症の予防はできます。元気に楽し
く過ごしましょう！
　①人が多い場所では、マスクを着用する。
　②外出後や食事前の手洗いを習慣づける。
　③水分をこまめに取り、喉の乾燥を防ぐ。
　④ 魚や貝類などウイルス汚染の恐れがある食品は、

中心部までしっかり火を通す。
　⑤ 調理器具は、塩素系の漂白剤を使った除菌対策を

行う。
　⑥ 規則正しい生活と、栄養バランスのとれた食事を

心掛ける。

●病後児保育室
　お仕事の都合などで、病
気回復期にある子どもさん
を、家庭で見る事ができな
いときは、病後児保育室に
ご相談ください。

○三玉保育園病後児保育室
　「さくらんぼ」
　　　　☎ (43)6330
○山鹿市病後児保育室
　「あすなろ」　
　　　　☎ (43)1281

子ども の 感染症 と 予防

120 年の時を超え　新しい歴史を作ろう鹿本高等学校

　本校は明治 29 年熊本尋常中学校済々黌山鹿分黌か
ら始まり、120 年を超える歴史を持つ伝統のある学校
です。生徒たちは三綱領「自主自立」「質実剛健」「師
弟同行」のもと「一生懸命がむしゃんよか」を合言葉
に、勉強や部活動、そしてボランティア活動など、そ
れぞれの場で一生懸命に黙々と頑張っています。
　平成 31 年４月からは、今までの普通科に加え「み
らい創造科」を新設し、みらいを拓く主体性をもち、
他者と協働できる生徒の育成を目指します。「みらい
創造科」には「スポーツ健康科学コース」と「グロー
バル探究コース」の２つのコースがあります。「スポー
ツ健康科学コース」は、これまでの普通科体育コース
の伝統を受け継ぐ存在です。これまで「プレーヤー」
育成に置いてきた人材育成の重点を、地域スポーツを
「支える」人材育成へ広げます。運動・健康に関する
科学的な探究活動を充実させ、大学進学を目指すコー
スです。「グローバル探究コース」は難関大学や医学部・
薬学部の難関学部への進学を目的としています。理科
の実験を英語で行うなど、複数の教科を交わらせた「ク

ロスカリキュラム」や今後の大学入試で重視される「探
究活動」を充実させます。さらにイングリッシュキャ
ンプや海外研修を実施し、グローバル人材の育成を目
指すコースです。
　鹿本高校の活動は本校ホームページ（http://
sh.higo.ed.jp/kamoto/）にて逐次発信していきますの
で、生徒たちの元気な姿を、ぜひともご覧ください。
　鹿本高校は、これからも地域のニーズに応えながら
一歩一歩確実に歩んでいきたいと思いますので、応援
よろしくお願いします。

◦鹿本高等学校データ◦　瀬口和弘校長　生徒数 640 人

１年生「４月宿泊研修」

年長児16人がお泊まり保育をしました！
大道保育園☎ (46)2328

きくかまつり
栗の実保育園☎ (48)2134

　４月から話し合いがスタート。「カレーが食べたい！」
「材料どうしよっか？」から、自分たちで野菜の苗を植
え、草取りをしたり、土の中の根っこに「大きくなあれ」
の声を掛けたり、お世話
を楽しみ大切に育て、大
道野菜屋さんをオープ
ン！お家の人や、先生た
ちに買ってもらい、少し
ずつ貯めたお金で、ご飯
の材料をそろえました。
　お泊まり保育当日、自分たちで作ったカレーを食べ
た後、お楽しみ会の宝探し。４チームに分かれ、３つ
のミッションをクリアし、それぞれ宝のありかを記し

た巻物をもらいました。
各チーム、巻物を広げ
て文字を読んでも…？？
「４つ合わせてみよう！」
巻物をパズルのように入
れ替え、縦に読んだり、
横に読んだり…。少しず

つ宝の場所らしき所が…そしてついに “ お宝発見！ ”
みんなで力を合わせて取り組んだことが、何よりも一
番のお宝だったすてきなお泊まり保育でした。

　９月22日、菊鹿町のあんずの丘で、第1回目となる「き
くかまつり」が開催され、第 2部ステージイベントのオー
プニングで菊鹿町内にあ
る３つの保育園「栗の実
保育園」「つぼみ保育園」
「城北アソカ保育園」の年
長児が、合同でお遊戯を
披露しました。たくさん
のお客さんの前でしたが
「やってみよう」と「ドラえもん」の２曲を楽しみなが
ら、堂々と踊ることができました。６月からそれぞれの
保育園で練習を始め、３園合同での練習も行いながら、

本番に向けて頑張ってき
ました。今回出演した年
長児は、来年には菊鹿小
学校の一年生としてクラ
スメイトになりますので、
今後も交流を深めて仲良
くなってほしいと思いま
す。栗の実保育園では「ド

ラえもん」を運動会の親子競技の中に取り入れ、お父さ
んやお母さんと一緒に踊ることができて子どもたちもと
ても楽しそうでした。

宝の地図「こうかな？」

大道野菜屋さん

楽しかった運動会

大勢のお客さんの前でドキドキ

にこにこ、はきはき、きびきびしている三岳っ子三岳小学校

　「素早く動き、きちんと生活
し、がまん強く、最後まであき
らめない人」になってほしいと
思います。朝の３分走や全校
体育など、きびきびとした行動
ができるようになってきました。
全児童が一生懸命に運動する姿はとてもすてきです。
◯保護者や地域の皆さまとともに
　保護者会「育萌会」と「学校支援協議会」で協議の
上「三岳っ子のスマホ・ゲームなどのルール」が作成さ
れました。先日の地域の津留
井手祭りでは、地域の皆さん
のご指導で、伝統の踊りを子
どもたちが学び発表しました。
今後も地域の皆さんとともに、
すてきな三岳っ子を育んでま
いりますので、ご協力をよろし
くお願いいたします。

◦三岳小学校データ◦　有働昭法校長　児童数 81人

　三岳小学校は「地域・学校・人を愛し、勉強にはげ
み、たくましく生きる児童の育成」を教育目標に「にこにこ、
はきはき、きびきび」を合い言葉にして教育活動を展開し
ています。４月からの主な取り組みを紹介します。
◯豊かな心（徳）「にこにこ」
　「明るく元気で、笑顔であい
さつをして、心やさしく、思い
やりあふれる人」に育ってほし
いと思います。児童会主体で
作成した「三岳の宝」の「笑
顔であいさつ」を推進し、鶴城中学校との「小中合同挨
拶運動」など工夫した取り組みを進めています。
◯確かな学力（知）「はきはき」
　「元気のいい『はいっ』の返事や発表をし、自分の考
えをハッキリと言える人」に育ってほしいと思います。ユニ
バーサルデザインの授業づくりや、PTAと連携した「元気
カード」の作成など、家庭学習の定着や読書の推進を図っ
ています。
◯健やかな体（体）「きびきび」

小中合同挨拶運動

全校体育の様子

祭りでの発表
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月
◦ 乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康

増進課へご連絡ください。
◦ 母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、

マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）、過去の妊娠・
出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記 …【山健福】山鹿健康福祉センター　 【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

文化の日

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
１歳６カ月児健診
29 年３月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

11 12 13 14 15 16 17
３〜４カ月児健診
30 年７月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 ～ 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
30 年３月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:30 受付

【ひだまり】

すくすく学級
29 年 12 月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 ～ 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
29 年 12 月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 ～ 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
27 年７月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

18 19 20 21 22 23 24
３〜４カ月児健診
30 年７月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
29 年３月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
27 年７月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

勤労感謝の日

25 26 27 28 29 30
７〜８カ月児健診
30 年３月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

●

●

◦ 対象者（山鹿市に住所がある人）
任意（子ども）インフルエンザ予防接種
　満１歳～ 18 歳（高校３年生年齢相当）までの人
定期（高齢者）インフルエンザ予防接種
　満 65 歳以上の人（接種日に満 65 歳の人）
　※ 満 60 歳～ 65 歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫不全の

機能障がい（内部障がいで身体障害者手帳１級程度）がある
人も対象となる場合があります。

◦ 接種期間　12 月末日まで（医療機関診療日のみ）
　※ 予防接種をするときは、事前に医療機関へ予約をしてください。
　※ 実施医療機関など詳しくは、山鹿市ホームページまたは広報や

まが 10 月号をご覧ください。

　追加医療機関：佐藤泌尿器科クリニック（新町）   ☎ (41)5357
　予防接種の種類：高齢者用肺炎球菌、定期インフルエンザ
　　　　　　　　　任意インフルエンザ（小学生以上）

　高齢者用肺炎球菌の定期予防接種の対象となるのは一生に一度
だけです。今年度の対象者には４月上旬に通知を送付しています。
通知が届いていない人は、健康増進課へご連絡ください。
平成 30 年度　対象者

※  60 歳～ 65 歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫不全の機能
障がい（内部障がいで身体障害者手帳１級程度）がある人も対
象となる場合があります。

インフルエンザ予防接種の費用を一部助成します

予防接種の実施医療機関を追加しました

65 歳からの肺炎予防
高齢者用肺炎球菌ワクチンの定期予防接種

年齢 対象生年月日
　65 歳 昭和 28 年４月２日生〜昭和 29 年４月１日生
　70 歳 昭和 23 年４月２日生〜昭和 24 年４月１日生
　75 歳 昭和 18 年４月２日生〜昭和 19 年４月１日生
　80 歳 昭和 13 年４月２日生〜昭和 14 年４月１日生
　85 歳 昭和　8 年４月２日生〜昭和　9 年４月１日生
　90 歳 昭和　3 年４月２日生〜昭和　4 年４月１日生
　95 歳 大正 12 年４月２日生〜大正 13 年４月１日生
 100 歳 大正　7 年４月２日生〜大正　8 年４月１日生

元気の
お手伝い

Vol.115

山鹿市民
医療センター通信

よ
り
よ
い
最
期
を
迎
え
る
た
め
に

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）２
１
８
５

山鹿市民医療センター
地域医療部長兼
訪問看護室長

坂田　典
よし

史
ふ み

の
選
択
、
積
極
的
治
療
の
終
了
や

緩
和
ケ
ア
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
早

い
段
階
か
ら
医
療
者
と
患
者
さ
ん
、

家
族
が
話
し
合
い
、
そ
の
希
望
や

意
思
に
沿
っ
て
方
針
を
決
め
て
い

く
こ
と
が
貴
重
な
最
後
の
時
間
を

よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
大
切
な
事
は

人
の
気
持
ち
は
揺
ら
ぎ
続
け
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
一
度
の
決
定
が
全

て
で
は
な
く
、
何
度
も
医
療
者
と

話
し
合
っ
て
そ
の
都
度
修
正
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な

「
こ
れ
か
ら
の
治
療
・
ケ
ア
に
関
す

る
話
し
合
い
」
の
こ
と
を
ア
ド
バ
ン

ス・ケ
ア・プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
A
C
P
）

と
い
い
ま
す
。
A
C
P
は
患
者
さ

ん
の
意
思
を
尊
重
し
た
医
療
お
よ

び
ケ
ア
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と

考
え
ら
れ
、
医
療
セ
ン
タ
ー
で
も
取

り
組
み
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
生
の
終
末
期
に
は
そ
の
人
の

生
き
ざ
ま
が
色
濃
く
表
れ
ま
す
。

家
族
や
友
人
な
ど
と
の
関
係
性
や

続
け
て
き
た
仕
事
、
地
域
や
社
会

と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
そ
れ
ま
で

の
来
し
方
を
振
り
返
り
、
納
得
し
、

区
切
り
を
つ
け
る
大
切
な
時
間
で

す
。
な
る
だ
け
穏
や
か
に
過
ご
せ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
現
代
の
医
学
の
進
歩
は

目
覚
ま
し
く
、
か
つ
て
は
治
療
を
あ

き
ら
め
死
を
待
つ
ば
か
り
だ
っ
た
高

度
の
臓
器
不
全
や
進
行
が
ん
で
も
、

新
た
な
薬
や
治
療
法
で
延
命
を
図

る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
恩

恵
を
受
け
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
が
、
一
方
で
は
際
限
な
く
続
く
治

療
に
疲
れ
果
て
て
、
む
し
ろ
穏
や

か
な
最
期
を
過
ご
す
こ
と
が
難
し

く
な
る
人
も
増
え
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。

　

進
行
が
ん
や
高
度
の
心
不
全
、

呼
吸
不
全
な
ど
、
今
後
悪
化
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
こ
れ
か
ら
の
見
通
し
や
治
療

　風しんは、妊娠期間の前半（20 週頃まで）に妊婦が感染
すると、赤ちゃんが目や耳、心臓などに障がいをもって生
まれる可能性があります（先天性風しん症候群）。そのため、
妊娠・出産を考えている人は、風しんにかからないように
妊娠前に予防しておくことが大切です。県では、風しん抗
体検査を無料で実施します。

風しん抗体検査が無料で受けられます
　市では、赤ちゃんの先天性風しん症候群を予防するため、
風しんの抗体価が低い人を対象に、風しん予防接種の費用を
一部助成します。ぜひこの機会に風しんの予防接種を受けま
しょう。

風しん予防接種の費用を一部助成します
妊娠を希望する人へ

◦ 対象者　接種当日に山鹿市に住所があり、次の①か②に当
てはまる人

　① 県が実施する「熊本県風しん抗体検査事業」で予防接種
が必要と判断された人

　※ 「熊本県風しん抗体検査事業」は左記のとおりです。
詳しくは山鹿保健所へお問い合わせください。

　② 過去の風しん抗体検査（妊婦健診など）で、HI 抗体価
が 16 倍以下相当だった人のうち妊娠を希望する女性

　※ 妊娠中の女性や妊娠をしている可能性がある女性は、
予防接種を受けられません。

◦ 接種期間　平成 31 年３月 31 日㈰まで
◦ 個人負担額　3,600 円
※接種費用の７割を市が助成しますので、３割で接種できます。
◦ 手続き方法　対象者で接種を希望する人は、健康増進課へ

ご連絡ください。詳しくは市のホームページをご覧ください。

◦ 対象者　県内に住んでいる人で、次の①か②に当てはま
る人

　①妊娠を希望する女性とその配偶者などの同居者
　②  風しんの抗体価が低い妊婦（HI 抗体検査で 16 倍以下）
　　の配偶者などの同居者
※次のどれかに当てはまる人は除きます。
◦過去に風しん抗体検査を受けたことがある人
◦風しんの予防接種歴がある人
◦ 風しんにかかったことがある（検査で確定診断を受けた）人
◦実施期間　平成 31 年３月 31 日㈰まで
◦問い合わせ先　山鹿保健所保健予防課　☎ (44)4121

◦ 対象者　①無料クーポン対象者（平成９年４月２日～平成 10 年４月１日生まれ）
　　　　　② 19 歳以上の希望者（平成 12 年３月 31 日以前生まれ）
◦ 実施医療機関　井上産婦人科医院、谷産婦人科医院、山鹿市民医療センター、清田産婦人科医院（植木

町）、黒川産婦人科医院（菊池市）、米田産婦人科医院（菊池市）、斉藤産婦人科医院（菊池市）
◦持参品　子宮頸がん検診問診票、検診料金、健康保険証
◦ 検診料金　75 歳未満 1,700 円　　75 歳以上 600 円
　※ 市民税非課税世帯と生活保護世帯の人は検診当日に証明書を持参すると無料で受診できます。
　※ 受診するときは、健康増進課が発行する受診券が必要です。希望する人は、健康増進課へお電話いただくと受診券を送り

ます。無料クーポン対象者には、５月末に個別通知をしていますので、ご確認ください。

子宮頸
け い

がん検診（医療機関）を 11 月末まで実施しています
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米
作
り
に
よ
る
豊
か
な
文
化
③（
山
鹿
湯ゆ

町ま
ち
）

半
に
は
閉
鎖
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
、
建
物
は
雨
漏
り
な
ど
が

進
み
、廃
屋
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

解
体
さ
れ
る
危
機
を
迎
え
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
救
っ
た
の
が
市
民
の

保
存
運
動
で
し
た
。
老
人
会
に
よ

る
「
瓦
一
枚
運
動
」と
い
う
募
金

活
動
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
八
千
代

座
は
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
。
昭
和
63
年
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
再
び

息
を
吹
き
返
し
た
の
で
す
。

　

平
成
８
年
か
ら
13
年
に
は
「
平

成
の
大
修
理
」が
行
わ
れ
、
八
千

代
座
が
最
も
繁
栄
し
た
大
正
12
年

の
華
や
か
な
姿
に
復
元
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
も
坂ば

ん

東ど
う

玉た
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
を

は
じ
め
、
著
名
な
歌
舞
伎
役
者
な

ど
の
公
演
の
ほ
か
、
市
民
の
コ
ン

サ
ー
ト
や
発
表
会
な
ど
、
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

公
演
が
無
い
と
き
は
内
部
を
公
開

し
、
多
く
の
見
学
者
か
ら
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

　
（
担
当
：
山
鹿
市
社
会
教
育
課
）

　

現
在
も
江
戸
、
明
治
、
大
正
の

建
物
が
残
り
、
情
緒
の
あ
る
町

並
み
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
豊
前
街
道
沿
い
に
は
造
り
酒

屋
、
麹こ

う
じ

屋
、
米
せ
ん
べ
い
屋
な

ど
、
米
に
関
係
す
る
お
店
が
軒の

き

を

連
ね
、
地
元
商
店
街
で
「
米こ

め

米こ
め

惣そ
う

門も
ん

ツ
ア
ー
」と
名
付
け
た
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

八や

千ち

代よ

座

　

八
千
代
座
は
山
鹿
市
役
所
近
く

の
豊
前
街
道
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

明
治
時
代
の
米
問
屋
や
造
り
酒
屋

な
ど
の
経
営
者
（
旦だ

ん

那な

衆し
ゅ
う

）が
出

資
し
て
、
町
の
さ
ら
な
る
繁
栄
を

目
指
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
43
年
の
建
設
以
来
、
歌か

舞ぶ

伎き

を
始
め
浪な

に
わ花
節ぶ

し

な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
、
住
民
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
テ

レ
ビ
の
普
及
な
ど
で
次
第
に
公
演

も
少
な
く
な
り
、
昭
和
40
年
代
後

　

菊
池
川
流
域
で
は
、
豊
か
な
米

を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
花

開
き
ま
し
た
。
山
鹿
湯
町
の
歴
史

的
な
町
並
み
や
、
芝
居
小
屋
八
千

代
座
も
そ
の
一
つ
で
す

山
鹿
湯
町
（
豊ぶ

前ぜ
ん

街
道
沿
い
の

歴
史
的
町
並
み
）

　

山
鹿
湯
町
は
現
在
の
山
鹿
市
の

中
心
部
を
指
し
ま
す
。
町
の
成
り

立
ち
は
古
く
、
江
戸
時
代
よ
り
は

る
か
前
、
鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
ご

ろ
に
は
あ
る
程
度
の
町
の
形
が
で

き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

江
戸
時
代
に
は
豊
前
街
道
が
整
備

さ
れ
、
菊
池
川
と
街
道
が
交
差
す

る
場
所
と
な
り
ま
し
た
。
川
岸
に

は
「
俵た

わ
ら

こ
ろ
が
し
」と
い
う
米
の
積

み
出
し
所
が
設
け
ら
れ
、
山
鹿
周

辺
で
作
ら
れ
た
米
が
菊
池
川
の
水

運
で
玉
名
の
高た

か

瀬せ

に
出
荷
さ
れ
ま

し
た
。
山
鹿
湯
町
は
人
と
物
が
行

き
交
い
、
と
て
も
繁
栄
し
ま
し
た
。

1
豊
前
街
道
の
歴
史
的
町
並
み（
山
鹿
下
町
周
辺
）

2
八
千
代
座
外
観
3
八
千
代
座
内
観

■
玉
名
市

　
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

玉
名
市
内
の
神
楽
が
一
堂

に
披
露
さ
れ
ま
す
。

日
時　
11
月
３
日
㈷

　

午
後
５
時
半
〜
９
時

　

※
雨
天
中
止

場
所　
玉
名
市
立り

ゅ
う

願が
ん

寺じ

公
園

問
い
合
わ
せ
先

玉
名
市
文
化
課

☎
０
９
６
８（
75
）１
１
３
６

■
山
太
郎
祭　
な
ご
み

　

山
太
郎
ガ
ニ
を
味
わ
う
お

祭
り
で
す
。

日
時　
11
月
18
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

※
小
雨
決
行

場 

所　
道
の
駅
き
く
す
い
特

設
会
場
一
帯（
和
水
町
）

問
い
合
わ
せ
先

和
水
町
商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８（
86
）５
７
２
５

イ
ベ
ン
ト
情
報
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301

山鹿
市役所

八千代座

さくら湯

下町

菊池川

豊
前
街
道

●
●

●

位置図

　０歳から 18 歳未満のお子さんに関すること、保護
者自身のことなど、気軽にご相談ください。専門のス
タッフが電話や面接での相談に応じ、専門機関などを
紹介して対応します。秘密は堅く守られます。

相談時間　 月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　午前９時から午後５時まで
電話番号　☎ (41)5878
場　　所　鹿本地域振興局１階

虐
ぎゃく

待
た い

や暴力から隣の人を守りましょう

未来へと　命を繋
つ な

ぐ　１
い ち は や く

８９
　虐待や暴力は重大な人権侵害です。被害に遭っても声を上げにく
い女性、子ども、高齢者、障がい者などが被害者になるケースが多
くを占めます。周囲からは気付かれにくい場合がほとんどです。
　もし、あなたの周りでそのような疑いに気付いたら、下記の担当
課へご連絡ください。連絡した人が特定されないよう、秘密は必ず
守られます。

山鹿市子ども総合相談窓口のご案内

　障がい者に対する虐待には、生活の世話をしてい
る家族や同居人などによる虐待、障がい者福祉施設
や障害福祉サービスの事業所で働いている職員によ
る虐待、障がい者を雇用している事業主による虐待
などがあります。
　虐待を受けている当事者が声を上げることはとて
も勇気がいることです。皆さんの気付きが、障がい者
虐待の防止と早期発見につながります。

問福祉援護課　障がい福祉係　☎ (43)0052

障がい者虐待

問長寿支援課　地域包括支援センター　☎ (43)1077

　高齢者虐待は、当事者に自覚がなかったり、虐待
を受けている本人が家族に遠慮したりするため、周
囲に分かりにくいものです。
　虐待は、本人の認知症などの症状悪化、介護者の
生活環境、介護疲れなどの要因が重なり合って発生
するといわれています。
　周囲の人が介護者のちょっとした様子の変化に気
付き、声を掛けたり、介護保険サービスなどを利用
できるようにサポートしたりするなど、介護者の負
担を減らし、孤立化を防ぐことで虐待の未然防止や
悪化防止につながります。

高齢者虐待

　児童虐待には、身体的虐待、性的虐待、心理的虐待、
そして食事を与えない、風呂に入れないなどの育児
放棄や育児怠慢などがあります。学校や幼稚園・保育
園に通わせずに家に閉じ込める、きょうだい間での
差別扱い、子どもの前でのＤＶも虐待に含まれます。
　児童虐待は子どもの人権を侵害し、その心身に重
大な影響を与える深刻な問題で、地域に暮らす私た
ちみんなで子どもたちを見守ることが大切です。

問福祉援護課　児童家庭係　☎ (43)0052
　熊本県中央児童相談所　☎ 096(381)4451
　児童相談所全国共通ダイヤル　☎ 189

児童虐待

　ＤＶとは、親密な関係にある配偶者やパートナー
からの暴力のことです。殴る・蹴るなどの身体的暴
力のほか、言葉で心を傷つける精神的暴力、性的暴
力、生活費を与えないなどの経済的暴力、実家や友人
との付き合いを制限し、行動を監視する社会的暴力
などもＤＶに含まれます。
　ＤＶは、どのような理由があろうと許されません。
一人で悩まずご相談ください。なお、緊急時は110 番
に通報してください。

問福祉課　福祉総務係　☎ (43)1167

DV（ドメスティックバイオレンス）

11 月は「児童虐待防止推進月間」です●

1

3 2

in
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９ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※９月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

およろこび
山　鹿
　山　鹿　横手大二郎さん♥石川　　渚さん
　三　玉　中尾　一洋さん♥牛島　里菜さん
菊　鹿
　内　田　上田　雄介さん♥松山　香織さん
　六　郷　安部井重彦さん♥山下　智香さん

鹿　本
　稲　田　田中日夏留さん♥荒木　美幸さん
　中　富　山田竜ノ介さん♥江藤　　悠さん
鹿　央
　千　田　木本　智視さん♥東田　礼奈さん
　　　　　服部　健次さん♥安田三起子さん

う ぶ ご え
山　鹿

　山　鹿　宮良　　光
ひかる

さん　辻　　昂
こうせい

生さん
　　　　　下田　海

かいしん

心さん　川内　彩
い ろ は

葉さん
　　　　　池田　良

りょうじ

志さん　西村　俊
と し き

希さん
　米　田　横手　　藍

らん

さん
　八　幡　平　　燈

と う り

人さん　古家　　怜
れん

さん
　平小城　　本　咲

さ き

輝さん
　三　玉　河村　虹

な な せ

星さん
　大　道　阿南　凜

り あ

明さん　椎葉虎
こ た ろ う

大郎さん
　　　　　甫足　拓

た く み

海さん　西山　恵
け い と

永さん
　　　　　中嶋　　寿

とわ

さん

鹿　北

　岳　間　中島　豪
ごうしん

心さん
菊　鹿

　六　郷　高木　悠
ゆ う き

希さん　大久保伊
い お り

織さん
　　　　　宮崎　真

ま こ と

琴さん
　城　北　金光　雄

ゆうだい

大さん
鹿　本

　来　民　河上　晃
あ き と

土さん　小原　楓
か え で

葉さん
　中　富　白木　蒼

そうすけ

介さん　高村　奏
そ う た

太さん
鹿　央

　米野岳　城　清
せいいちろう

一郎さん

山　鹿
　山　鹿　安東　敬治さん (82)　吉武　一好さん (79)
　　　　　田邉カズ子さん (96)　福守　春幸さん (89)
　　　　　德永　武継さん (82)　田邉マツコさん (93)
　　　　　村上　義春さん (91)　德永　智憲さん (71)
　　　　　渡邊　　瞳さん (87)
　米　田　巢山　正美さん (97)　⻆田美智子さん (99)
　　　　　木庭　　正さん (88)　隈部　則男さん (78)
　　　　　馬場　耕作さん (85)　福田　信幸さん (88)
　川　辺　德永サカエさん (100)
　八　幡　田中　榮一さん (90)
　平小城　田中ミヤ子さん (88)　北原　正和さん (73)
　三　岳　福山　明義さん (93)　有働　好枝さん (58)
　三　玉　米川　修　さん (85)　池田　　めさん (101)
　大　道　光永　隆則さん (91)　緒方　浪子さん (95)
　　　　　四ケ所カズ子さん (88)
鹿　北
　岳　間　古川安二郎さん (95)
　岩　野　村木サダメさん (97)　岩橋　　　さん (87)
　広　見　西田ミヨ子さん (94)　早川マツ子さん (96)
　　　　　中島　礼二さん (62)

お く や み

菊　鹿
　内　田　飯川ヤエ子さん (83)
　六　郷　髙木　　研さん (83)　德丸　公博さん (86)
　　　　　竹下エミ子さん (92)
　城　北　德永フサ子さん (95)
鹿　本
　来　民　本田　義雄さん (95)　材津　更生さん (83)
　　　　　星子マサ子さん (98)　松永　説雄さん (73)
　稲　田　城野　敬喜さん (93)　本田　和彦さん (65)
　中　富　𩵋住タミ子さん (85)
鹿　央
　千　田　矢住　武子さん (77)　髙本　幸一さん (90)
　　　　　⻆田　幸一さん (54)　下川　眞臣さん (92)
　米野岳　松本キミエさん (98)
　山　内　森　　道子さん (86)　米田千加子さん (96)

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦ 

国
民
健
康
保
険
税
（
第
６
期
）

◦ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
５
期
）

◦ 

納
期
限　
11
月
30
日
㈮

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦  

夜
間
（
平
日
）　
11
月
26
日
㈪
〜
30
日
㈮

午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
11
月
25
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※ 

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎（
43
）１
１
４
４

献血に
　ご協力ください

【献血日】11 月 14 日㈬
◦鹿本市民センター駐車場
　受付時間　 9：30 〜11：30
　　　　　  12：30 〜15：30

【献血日】11 月 15 日㈭
◦ MrMax 山鹿店
　受付時間　 9：30 〜11：30
　　　　　  12：45 〜16：00

問健康増進課　☎（43）0050

　下記のサイトやアプリで広報やまがを電子データとして
閲覧することができます。
■マイ広報紙
　全国の登録自治体の広報紙を記事ごとに閲
覧できるサイトです。

「マイ広報紙」で検索　https://mykoho.jp
■マチイロ
　全国の登録自治体の広報紙を閲覧できるス
マートフォンアプリです。

「マチイロ」で検索　https://machiiro.town
問情報システム広報課　☎ (43)1118

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
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る
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の
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サ
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所
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紹
介
を
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ま
す
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◦ 

日
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11
月
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日
㈭

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
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場
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鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
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内
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事
業
所
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仕
事
内
容
の
紹
介
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風
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の
写
真
や
商
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展
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※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
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込
み
不
要

問 

福
祉
援
護
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障
が
い
福
祉
係

☎（
43
）０
０
５
２

障
が
い
の
あ
る
人
の
就
労
事
業
所
紹
介

「
お
仕
事
フ
ェ
ア 

わ
〜
く
わ
ー
く
」

お 知
せら

●池田副市長のよかボス宣言
　私は、自ら率先して仕事と生活の
充実に取り組むとともに、職員の仕
事や生活において充実した人生が送
れるよう応援します。さらには、こ
の想いが職員全体に広がるよう、以下
のことに取り組むことを宣言します。
１．�私は、ワーク・ライフ・バランスを図りながら、健
康で幸せなやまがライフを楽しみます。

２．�私は、家事や余暇などの生活も楽しみながら充実し
た人生を謳歌する職員を応援します。

３．�私は、職員が計画的に休みを取るなど、積極的に心
と体のリフレッシュを図るよう勧めます。

４．�私は、職員が結婚や子育て、介護など、それぞれの
ライフステージにおいて、希望や安心を実現できる
よう応援します。

●堀田教育長のよかボス宣言
　私は、自分自身、仕事も生活も楽
しめるよう取り組むとともに、教職
員の仕事や生活において充実した人
生が送れるよう応援します。さらに
は、この想いが市内の学校などに広
がるよう、以下のことに取り組むこ
とを宣言します。
１．�私は、常に仕事の改善を図りながら、愛情を持って
児童生徒たちと真剣に向き合う教職員を誇りに思い
ます。

２．�私は、保護者や地域などの理解と協力を得ながら、
家族を大切にし、家事や余暇などの生活も楽しめる
教職員を応援します。

３．�私は、計画的に休みを取るなど、教職員が工夫して
オンとオフのメリハリをつけるよう勧めます。

４．�私は、教職員が結婚や子育て、介護など、それぞれ
のライフステージにおいて、希望や安心を実現でき
るよう応援します。

５．�私は、やまがの「よかボス」を増やすため、学校や
団体への働きかけを行います。

問人権啓発課　男女共同参画推進室　☎(43)1199　８月 23日に行った中嶋市長の「よかボス宣言」（広
報やまが 10 月号に掲載）を受けて、池田副市長と堀
田教育長が９月28日に「よかボス宣言」を行いました。
　それぞれの立場で市職員や教職員の仕事と生活の充
実を応援し、さらにはその想いが職場や学校などに広
がることを目指します。

池田永
え い

実
じ つ

副市長と堀田浩
こ う

一
い ち

郎
ろ う

教育長が「よかボス宣言」を行いました！
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山鹿市民歩こう運動
　山鹿市では「健康のはじめの一歩は歩きから」「歩くたび新たな発見！心も
からだもリフレッシュ」をキャッチフレーズに、日常生活の中にウォーキン
グを取り入れることをお勧めしています。今回は、ウォーキングとその効果
について紹介します。

問健康増進課　☎（43）0050

　日常生活の歩き方や散歩とは異なり「健康のため」
という目的を持って行う歩きをウォーキングと言い
ます。

❶�自分の体調や体力に合わせて、マイペースで行い
ましょう。

❷�ウォーキングの前後にウォーミングアップとスト
レッチを行いましょう。

❸適度な水分補給を心掛けましょう。

１. 高血圧の改善
　ウォーキングにより、血中の血圧を下げるタウリ
ンやプロスタランディンＥという物質が増加します。

２. 骨の強化
　カルシウムは運動による刺激で吸収が高まります。
また日光を浴びることで、カルシウムの吸収を助け
るビタミンＤが体内で造られます。

３. 肥満の解消
　ウォーキングなどの有酸素運動は、体脂肪をエネ
ルギー源として利用するため、体脂肪の減少につな
がります。

４. 糖尿病の予防および改善
　ウォーキングは血中のブドウ糖を利用し、血糖値
を下げる効果があります。

５. 腰痛の予防および改善
　正しいフォームでウォーキングを行うことで、筋
力や関節可動域が高まり、筋肉バランスが整いやす
くなります。

6. リラックス効果
　ウォーキングを一定時間続けることで、リラック
ス効果のあるセロトニンという神経伝達物質が分泌
されます。

　ウォーキングは必要な道具や環境を必要とせず「いつでも」「どこでも」「誰
でも」行うことができる最も手軽な運動です。皆さんも毎日の健康づくりに、
ウォーキングを始めてみませんか？

ウォーキングとは

ウォーキングの注意点

ウォーキングの効果

水分補給

散歩 ウォーキング

ウォーミングアップ

健康ポイント
事業推進中！
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必
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も

お 知
せら

入札結果の報告（９月分）
※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む）

問防災監理課　☎（43）1113

入札日 工事名 工事場所 落札業者 落札額（円）

９/ ４ 平成 30 年度　米田配水池
電気計装設備更新工事 小原地内 飯塚電機工業㈱ 17,280,000

９/ ４ 方保田高校線道路整備工事 古閑地内 ㈲松山建設 6,998,400

９/ ４ 枝川内線側溝整備工事 鹿北町四丁
地内 ㈲上村建設工業 5,896,800

９/ ４ 前田吉井線側溝整備工事 鹿央町合里
地内 ㈲上村建設 6,566,400

９/ ４ 岩原合里線道路整備工事 鹿央町岩原
地内 ㈱岩下建設 29,322,000

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
制
限
が
実
施
さ
れ
て
以
降
、

還
付
金
等
詐
欺
被
害
が
減
少
し
て
い
ま
し
た

が
、
９
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
還
付
金
詐
欺
の
被

害
が
複
数
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
還

付
金
詐
欺
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
」
と
の

相
談
も
多
数
あ
っ
て
い
ま
す
。
市
役
所
な
ど

の
公
的
機
関
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
て
手

続
き
を
行
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

加
え
て
架
空
請
求
詐
欺
の
封
書
が
郵
送
さ
れ

る
事
案
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

電
話
や
郵
便
が
届
い
た
場
合
は
、
一
人
で
判

断
せ
ず
、
家
族
や
警
察
に
相
談
す
る
な
ど
の

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

山
鹿
警
察
署
生
活
安
全
係☎（

44
）０
１
１
０

　
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成

31
年
１
月
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で
な
い

人
で
も
、
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フォ

ン
か
らｅ‒
Ｔａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペー
ジ（http://

w
w
w.nta.go.jp/

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
最

寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 

山
鹿
税
務
署

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択

☎（
44
）２
１
８
１

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

平
成
31
年
１
月
か
ら
eｰ

Ｔａｘ

の
利
用
手
続
き
が
よ
り
便
利
に

お 知
せら

お 知
せら

平
成
31
年
度
公
民
館
講
座
「
自
主
講
座
」
団

体
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　

講
座
生
が
主
体
に
な
り
運
営
す
る
「
自
主

講
座
」
の
団
体
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
登

録
を
行
っ
た
講
座
団
体
に
は
、
平
成
31
年
度

の
施
設
利
用
の
年
間
予
約
に
つ
い
て
、
市
が

支
援
し
ま
す
。

公
民
館
講
座

お 知
せら

　

平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
か
ら
働
き
方
改
革

関
連
法
が
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

◦
内
容

①�

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導
入
さ
れ
ま

す
。

②�

年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
が
必
要
で

す
。

③�

正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま

す
。

問 

熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
９
６（
３
５
２
）３
８
６
５

　

く
ま
モ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
熊
本
版
図

柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
、
10
月
１
日

か
ら
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
柄
ナ
ン
バ
ー

申
し
込
み
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
問
い
合
わ

せ
先
の
窓
口
か
ら
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

◦
交
付
手
数
料

　

中
板
：
８
４
０
０
円

　

大
板
：
１
万
２
５
０
０
円

◦
寄
付
金　
千
円
以
上

　
（
フ
ル
カ
ラ
ー
希
望
の
場
合
の
み
必
要
）

問 

熊
本
運
輸
支
局

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
８
６

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
熊
本
事
務
所

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
７
５
８

「
働
き
方
」
が
変
わ
り
ま
す
！

熊
本
版
図
柄
入
り

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付
開
始

お 知
せら

お 知
せら

※
自
主
講
座
の
団
体
登
録
は
毎
年
必
要
で
す
。

◦  

申
請
期
間　
11
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

　

平
日
の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

◦  

申
請
場
所　
社
会
教
育
課
、
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
地
区
公

民
館

新
し
い
公
民
館
講
座
を
ご
提
案
く
だ
さ
い

　

山
鹿
市
で
は
、
誰
も
が
自
由
に
参
加
で
き

る
魅
力
的
な
講
座
や
、
た
め
に
な
る
講
座
開

設
を
準
備
し
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
こ
と
を

学
び
た
い
」「
こ
ん
な
講
座
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」「
こ
ん
な
講
座
を
教
え
た
い
」
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦  
募
集
期
間　
11
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

　

平
日
の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

問 
社
会
教
育
課　
　
　
　

☎（
43
）１
６
５
１

　

国
で
は
、
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在

す
る
と
し
て
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会
の
実

現
を
目
的
と
す
る
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」を
定
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

県
に
お
い
て
も
、
結
婚
・
就
職
に
際
し
て
の

身
元
調
査
を
禁
止
す
る
「
熊
本
県
部
落
差
別

事
象
の
発
生
の
防
止
及
び
調
査
の
規
制
に
関

す
る
条
例
」を
定
め
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問 

熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
９
９

　

小
中
学
校
の
集
団
宿
泊
教
室
以
外
で
も
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
子
ど
も
会
、
P
T
A
行
事

な
ど
で
県
立
青
少
年
の
家
が
利
用
で
き
ま

す
。
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
体
験
活
動

や
創
作
活
動
な
ど
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

問 

天
草
青
年
の
家☎

０
９
６
９（
56
）１
６
５
０

　

菊
池
少
年
自
然
の
家

☎
０
９
６
８（
27
）０
０
６
６

　

豊
野
少
年
自
然
の
家

☎
０
９
６
４（
45
）３
８
５
５

　

あ
し
き
た
青
少
年
の
家

☎
０
９
６
６（
82
）３
０
９
２

毎
年
12
月
４
日
〜
10
日
ま
で
は

人
権
週
間
で
す

「
県
立
青
少
年
の
家
」
の
利
用
に

つ
い
て

お 知
せら

お 知
せら



案 内 版 Information

問人権啓発課　☎ (43)1199人 権 啓 発 便 り 第７号
人輝く
人権尊重の都

ま ち

市 や ま が

広報やまが　2018.11　3233　2018.11　広報やまが

〈 

有
料
広
告 

〉

年末のお掃除、襖・障子の張り替えのご依頼はお早めに！　まずはお見積もりを！
★ シルバー派遣事業についてもご相談ください ★

　　　　　　 ※詳しくはホームページを　http://www.sjc.ne.jp/yamaga/

センターにて新入会員説明会を開催します。
毎月、第２・４水曜日

【お問い合わせ先】
　  （公社）山鹿市シルバー人材センター
　〒861ｰ0501　山鹿市山鹿 402-8
　☎0968ｰ44ｰ1850

シルバー会員募集中！

家庭の軽作業など、シルバー人材センターにお任せください
〈 

有
料
広
告 

〉

レストラン（バイキング）料金 割引キャンペーン !!
今月の「広報やまが」のこのページをレストランにご提示ください。
ご提示いただいた方はレストラン（バイキング）料金割引 !!　

中学生以上　1,300 円→ 1,100 円
７０歳以上　1,100 円→ 　900 円
小学生　　　　800 円→ 　600 円
３歳以上　　　600 円→ 　400 円 株式会社祐和會株式会社祐和會

山鹿市鹿北町椎持5-2
☎0968-42-5100

※レストラン営業時間 11:30 ～ 15:00（最終入場 14:00）
※木曜日は休館日となります
※１冊１回限り（5 名様まで）
※他の割引チケット・サービスとの併用はできません
※割引キャンペーンは 11 月 30 日（金）まで

※レストラン営業時間 11:30 ～ 15:00（最終入場 14:00）
※木曜日は休館日となります
※１冊１回限り（5 名様まで）
※他の割引チケット・サービスとの併用はできません
※割引キャンペーンは 11 月 30 日（金）まで

　最近、テレビや新聞などでＬＧＢＴという言葉をよ
く見聞きしますが、皆さんご存知ですか。ＬＧＢＴと
は「性的指向」「性自認」の言葉の頭文字をとって組
み合わせた「性的マイノリティ（性的少数者）」を表
す言葉の一つとして使われています。
　現代社会ではＬＧＢＴに対する誤った情報などが氾
濫していて、性的少数者が自分の性的指向や体と心の
性の不一致に対する戸惑いや不安を感じることが多く
なっています。また職場などでは、働く服装や更衣室、

健康診断などで、自認するものとは違う性でいること
を強いられる場面もあります。もし、皆さんが性的少
数者に関する差別的な言動を見掛けた場合、周囲と同
調しないだけでなく、間違いを指摘することが必要で
す。
　皆さんのひと言が地域や社会をよりよく変えていく
きっかけになります。正しい情報を共有し、理解を深
め、誰もが「自分らしく」生きられる社会を目指して
いきましょう。

「LGBT ( エル・ジー・ビー・ティー）」をご存知ですか

【性的指向】
どのような性別の人を好きになるか。
Ｌ…［ Lesbian：レズビアン ］
　女性の同性愛者／心の性が女性で恋愛対象も女性
Ｇ…［ Gay：ゲイ ］
　男性の同性愛者／心の性が男性で恋愛対象も男性
Ｂ…［ Bisexual：バイセクシャル ］
　両性愛者／恋愛対象が女性にも男性にも向いている

【性自認】
自分の性をどのように認識しているのか。
Ｔ…［ Transgender：トランスジェンダー ］
　�「身体の性」と「心の性」が一致しないため、自
身の「身体の性」に違和感を持つ人

　　　　詳しい情報は… LGBT- 法務省 検索

　

将
来
が
不
安
、人
間
関
係
に
悩
ん
で
い
る
、

学
校
に
行
け
な
い
・
行
き
た
く
な
い
、働
く
気

が
起
き
な
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
心

配
事
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。本
人
は
も
ち
ろ

ん
、家
族
・
関
係
者
で
も
大
丈
夫
で
す
。一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

◦ 

日
時　
11
月
21
日
㈬　

午
前
10
時
〜
午
後

４
時（
３
時
半
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

◦ 

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

◦ 

相
談
対
象　
主
に
15
〜
39
歳
ま
で
の
人
と

そ
の
家
族
、
友
人
、
知
人
、
支
援
者
な
ど

 

問 

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

〜
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ�

こ
こ
ん
〜

☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

出
張
相
談
会
i 菊
池

相 談
　

山
鹿
市
で
創
業
・
開
業
す
る
人
を
応
援
す

る
た
め
、無
料
の
特
別
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。補
助
率
最
大
５
分
の
４
の
空
き

店
舗
補
助
金
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。個
別
相
談
で
す
の
で
、事
前
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
11
月
４
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦ 

場
所　
山
鹿
市
商
工
会

 

問 

山
鹿
市
商
工
会　
　
　

☎（
46
）２
１
４
１

◦ 

日
時　
11
月
25
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦ 

場
所　
山
鹿
商
工
会
議
所

 

問 

山
鹿
商
工
会
議
所　
　

☎（
43
）４
１
１
１

創
業
・
開
業
特
別
相
談

相 談

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。
新
入
会
員
説
明
会
を

毎
月
２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
入
会
を
希

望
す
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

特
に
施
設
管
理
、
施
設
清
掃
、
農
作
業

の
会
員
さ
ん
を
募
集
し
てい
ま
す
。

◦  

説
明
会
期
日��

11
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬

◦  

会
場　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◦�

時
間　
午
前
10
時
〜

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）１
８
５
０

◦  

職
種　
訪
問
調
査
員
（
看
護
師
、
准
看
護

師
、
介
護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉
士
、

介
護
福
祉
士
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）

　

若
干
名
募
集

◦  

業
務
内
容　

　

要
介
護
認
定
調
査

◦ 

任
用
期
間

　

12
月
３
日
㈪
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

◦ 

勤
務
時
間　
週
29
時
間
以
内

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分（
平
日
の
み
）

◦ 

賃
金
（
資
格
職
種
に
よ
り
異
な
る
）

　

６
５
０
０
〜
７
５
０
０
円
（
日
額
）

◦ 

保
険　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
、
災
害
補
償
制
度

◦ 

申
し
込
み
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
格
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
長
寿
支
援
課
に
持
参
か
郵
送

◦ 

申
込
期
限　
11
月
15
日
㈭

　

郵
送
の
場
合
は
11
月
15
日
㈭
必
着

◦ 

面
接
試
験　
申
し
込
み
者
へ
通
知
し
ま
す
。

問
長
寿
支
援
課　
　
　
　

☎（
43
）１
１
８
０

山
鹿
市
非
常
勤
職
員
要
介
護

認
定
訪
問
調
査
員
募
集

募 集
　

中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
の
３
つ
の
部
門

で
、
水
辺
プ
ラ
ザ
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に

７
区
間
21
・
６
㌔
の
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
部
活
動
の
仲
間
や
職
場
の
友
達
を
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
補
員
を
含
む
10
人
１
チ
ー

ム
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時　
12
月
16
日
㈰

平
成
30
年
度 

山
鹿
市
駅
伝
大
会

募 集

　

開
会
式
：
午
前
９
時　

　

ス
タ
ー
ト
：
午
前
10
時

　

閉
会
式
：
正
午

◦ 

場
所　
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と

◦ 

参
加
料
（
１
チ
ー
ム
）

　

一
般
３
千
円　

高
校
生
２
千
円

　

中
学
生
千
円

◦ 

申
し
込
み
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※�

昨
年
の
参
加
チ
ー
ム
に
は
申
込
書
を
郵
送

し
ま
す
。
ま
た
、
申
込
書
は
社
会
体
育
課

に
置
い
て
い
ま
す
が
、
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
郵
送
し
ま
す
。

◦ 

申
込
期
間　
11
月
９
日
㈮
〜
12
月
７
日
㈮

　

午
後
５
時
15
分
ま
で
（
平
日
の
み
）

◦ 

申
込
先　
山
鹿
市
体
育
協
会
事
務
局

　
（
社
会
体
育
課
）

問
社
会
体
育
課　
　
　
　
☎（
43
）１
１
５
０

　
「
経
営
の
見
直
し
」「
税
務
関
係
」「
店
舗
改

装
」「
新
規
創
業
者
」な
ど
の
資
金
調
達
や
経

営
全
般
に
つ
い
て
の
「
相
談
指
導
」を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。一
人
で
考
え
悩
む
よ
り
、お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
、秘

密
厳
守
で
す
。

◦ 

日
時　
11
月
12
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

◦ 

場
所　
山
鹿
保
健
所

 

問 

熊
本
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
６
２
）３
０
６
１

　

あ
な
た
が
、あ
な
た
の
家
族
が
職
場
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
「
こ
れ
く
ら
い
我
慢
し
な
い
と
い
け

な
い
？
」「
外
部
に
相
談
し
た
ら
、よ
け
い
に

立
場
が
悪
く
な
る
の
で
は
？
」秘
密
厳
守
で

対
応
し
ま
す
。ま
ず
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦ 

受
付
期
間　
12
月
28
日
㈮
ま
で（
土
・
日
・

祝
日
除
く
）
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

 

問 

熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
９
６（
３
５
２
）３
８
６
５

生
活
衛
生
関
係
営
業

「
経
営
相
談
室
」

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相
談

窓
口
」
を
開
設
し
ま
す

相 談 相 談
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来
年
熊
本
で
開
催
さ
れ
る
「
２
０
１
９
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
」
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
運
営
・
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
世
界
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
（
熊
本
市
・
八
代
市
・
山

鹿
市
の
会
場
で
開
催
）。

◦ 

応
募
期
限　
11
月
20
日
㈫
ま
で

◦ 

活
動
期
間　
平
成
31
年
11
月
末
〜
12
月
15

日
㈰
ご
ろ

◦ 

活
動
内
容　
会
場
運
営
、
案
内
、
語
学
で

の
観
客
対
応
な
ど

２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界

選
手
権
大
会
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
募
集

募 集
　

職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ

る
ス
キ
ル
アッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を
実
現

す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
原

則
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。
さ
ら
に一定
の
条
件

を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を
受
給
し
な

職
業
訓
練
コ
ー
ス

募 集

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾
で
は
職
業
訓
練

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
訓
練
は
も
の
づ
く

り
を
中
心
と
し
た
就
職
に
結
び
つ
き
や
す
い

内
容
で
す
。

◦ 

募
集
科

　

・�

Ｃ
Ａ
Ｄ
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
科
（
女

性
の
み
）

　

・
機
械
C
A
D
加
工
科

　

・
溶
接
施
工
技
術
科

　

・
建
設
機
械
科

　

・
ビ
ル
管
理
技
術
科

◦ 

募
集
人
員　
各
科
15
人

◦ 
募
集
期
間　
11
月
１
日
㈭
〜
22
日
㈭

◦ 
筆
記
試
験
・
面
接
日　
11
月
30
日
㈮

◦ 
入
所
日　
平
成
31
年
１
月
８
日
㈫

◦ 

訓
練
期
間　
６
カ
月

◦ 

必
要
経
費　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８（
62
）８
６
１
０

公
共
職
業
訓
練

平
成
31
年
１
月
期
生
募
集

募 集

パ
ソ
コ
ン
中
級
科

　

表
計
算
２
級
、
ワ
ー
プ
ロ
２
級
の
資
格
取

得
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
就
職
に
必
要
な

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
も
学
べ
ま
す
。

◦ 

受
講
対
象　
身
体
（
聴
覚
・
上
肢
・
下
肢
・

内
部
）、
精
神
、
発
達
、
難
病

◦ 

募
集
人
員　
10
人

◦ 

募
集
期
限　
11
月
30
日
㈮

◦  

訓
練
期
間　
平
成
31
年
１
月
８
日
㈫
〜
３

月
22
日
㈮
ま
で
（
３
カ
月
間
）

◦ 

訓
練
場
所　

㈱
カ
ラ
ン
ク
ラ
ス
（
P
C

ク
リ
エ
イ
ト
玉
名
教
室
）
（
玉
名
市
）

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
科
（
熊
本
校
）

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
生
の
募
集

募 集

　

厚
生
労
働
省
委
託
事
業
で
55
歳
以
上
の
求

職
者
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
職
登
録
者
）
を
対

象
に
、
就
職
機
会
の
確
保
を
目
的
と
し
た
講

習
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

【
清
掃
ス
タ
ッ
フ
】

　

清
掃
に
係
る
知
識
・
技
能
を
習
得
し
て
、

清
掃
会
社
や
施
設
管
理
会
社
な
ど
で
の
就
職

を
目
指
し
ま
す
。

◦ 

実
施
場
所　
玉
名
市
文
化
セ
ン
タ
ー

◦
講
習
期
間　
11
月
27
日
㈫
〜
28
日
㈬

◦ 

募
集
人
員　
15
人

◦ 

募
集
期
限　
11
月
19
日
㈪
ま
で

【
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
】

　

学
科
・
実
技
の
講
習
に
よ
り
免
許
を
取
得

し
て
、
運
送
会
社
や
製
造
会
社
な
ど
で
の
就

職
を
目
指
し
ま
す
。

◦ 

実
施
場
所　
コ
ベ
ル
コ
教
習
所
㈱
熊
本
教

習
セ
ン
タ
ー
（
大
津
町
）

◦
講
習
期
間　
12
月
11
日
㈫
〜
14
日
㈮

◦ 

募
集
人
員　
10
人

◦ 

募
集
期
限　
11
月
30
日
㈮
ま
で

問
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
０

高
齢
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

受
講
生
募
集

募 集

　
市
民
相
互
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
地
域
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時　
11
月
６
日
㈫　

午
後
７
時

◦ 

会
場　
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー

◦ 

テ
ー
マ　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

と
人
権

◦ 

講
師　
熊
野
た
ま
み
さ
ん

　

㈱
a
d
a
p
t�n
e
x
t
代
表

問�

山
鹿
市
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
人
権
啓
発
課
）　　
　

☎（
43
）１
１
９
９

山
鹿
市
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
講
演
会

催 し

　

篤あ
つ

姫ひ
め

も
通
っ
た
豊
前
街
道
を
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

◦ 

日
時　
12
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
（
受
け
付
け
：
午
前
８
時
半
〜
）

◦ 

コ
ー
ス　
鹿
央
町
三さ

ん

十じ
ゅ
う

六ろ
く

茶ち
ゃ

屋や

〜
乙お

と

貝が
い

坂ざ
か

〜
五ご

り

ぎ
里
木
〜
善ぜ

ん

行ぎ
ょ
う

寺じ

〜
比び

く

に
丘
尼
坂ざ

か

〜
浦う

ら

山や
ま

坂ざ
か

〜
郡ぐ

ん

境き
ょ
う

碑ひ

〜
南み

な
み

島じ
ま

〜
六ろ

く

里り

木ぎ

〜
惣そ

う

門も
ん

〜
さ
く
ら
湯
（
小
雨
決
行
）

◦ 

集
合
場
所　
山
鹿
市
役
所　

正
面
玄
関

◦ 

参
加
費　
１
０
０
円
（
保
険
代
）

◦ 

募
集
人
員　
先
着
30
人

◦ 

募
集
締
め
切
り　
12
月
７
日
㈮

◦ 

申
込
先　
山
鹿
市
立
博
物
館
（
豊
前
街
道

顕
彰
会
事
務
局
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

山
鹿
市
立
博
物
館

☎（
43
）１
１
４
５

豊
前
街
道
散
策
の
旅

参
加
者
募
集

募 集

�

赤
米
体
験
教
室
③
「
餅
つ
き
」

　
「
稲
刈
り
」
で
収
穫
し
た
赤
米
を
材
料
に

き
ね
と
臼う

す

を
使
っ
て
、
昔
な
が
ら
の
餅
つ
き

を
体
験
し
ま
す
。

◦ 
日
時　
12
月
15
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◦ �
参
加
費　
１
人
５
５
０
円　

先
着
60
人

※�

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

申
し
込
み
受
け
付
け
開
始

　

11
月
１
日
㈭
〜　
（
月
曜
休
館
）

問 

県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室
11
月
受
け
付
け

募 集

◦ 

募
集
種
目　
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

◦ 

募
集
期
間　
随
時

◦ 

対
象
者　
平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
現
在
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

◦ 

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
山
鹿
地
域

　

事
務
所　
　
　
　
　
　

☎（
43
）７
４
５
７

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

募 集

※�

詳
し
く
は
「
２
０
１
９
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
」
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務
局

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
５
８ QR コード

が
ら
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※�

近
日
中
に
実
施
予
定
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊

池
管
内
の
職
業
訓
練

◦ 

訓
練
場
所　
合
志
市
須
屋

◦ 

訓
練
科
目　
溶
接
加
工
科
・
電
気
設
備
サ

ー
ビ
ス
科
・
生
産
設
備
保
全
技
術
科
・
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
・
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

◦ 

募
集
期
間　
11
月
１
日
㈭
〜
29
日
㈭

◦ 

訓
練
実
施
期
間

　

�

平
成
31
年
１
月
８
日
㈫
〜
６
月
27
日
㈭

◦ 

訓
練
場
所　
合
志
市
幾
久
富

◦ 

訓
練
科
目　
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
科

◦ 

募
集
期
限　
11
月
26
日
㈪
ま
で

◦ 

訓
練
実
施
期
間

　

�

12
月
27
日
㈭
〜
平
成
31
年
３
月
28
日
㈭

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
訓
練
担
当

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

【
在
職
者
訓
練
】
実
務
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
る
知
識
と
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

◦ 

受
講
対
象　
身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・
上
肢
・

下
肢
・
内
部
）、
知
的
、
精
神
、
発
達
、

難
病
、
高
次
脳
機
能

◦ 

募
集
人
員　
10
人

◦ 

募
集
期
限　
11
月
30
日
㈮

◦  

訓
練
期
間　
平
成
31
年
１
月
８
日
㈫
〜
３

月
19
日
㈫
ま
で
（
訓
練
は
火
・
木
曜
日
、

午
後
６
時
よ
り
２
時
間
程
度
）

◦ 

訓
練
場
所　
㈲
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
（
パ
ソ

コ
ン
ス
ク
ー
ル
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
熊
本

校
）
（
熊
本
市
中
央
区
）

※�

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
が

必
要
で
す
。

※�

募
集
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
熊
本
県
立

高
等
技
術
専
門
校
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５
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〈 

有
料
広
告 

〉
㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

〈 

有
料
広
告 

〉

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、
八千代座までどうぞ　　　　　　　　　　　問☎ (44)4004

11 月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　�11月５日㈪・６日㈫・８日㈭・12日㈪・13日㈫・15日㈭・

19日㈪・20日㈫・22日㈭・26日㈪・27日㈫
時間　１日２回（午前 11時・午後２時）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

開催日 行　事　名 時間 料金
１日㈭～
４日㈰ 坂東玉三郎　映像×舞踏公演 午後 有料

10日㈯「西日本豪雨・北部九州豪雨復興支援八千代座チャリティーシャンソン大会 午後 無料

11日㈰ 湯の町やまが「華の饗宴」 午後 無料

14日㈬ 休　館　日

17日㈯ 夢・フラメンコの粋と情熱
八千代座公演 午後 有料

18日㈰ Hawaiian�Festivals�in 八千代座 午後 有料
11
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

11
月
21
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）

　

菊
池
川
流
域
に
遺
さ
れ
た
２
千
年
の
米
作

り
を
紹
介
す
る
た
め
、日
本
遺
産
認
定
ス
ト
ー

リ
ー
を
解
説
し
た
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

プ
ロ
デ
ザ
イ
ナ
ー
集
団
「
く
ま
も
と
デ
ザ
イ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
映
像
演
出
も
。

◦ 
期
間　
10
月
27
日
㈯
〜
12
月
24
日
㉁

　

�

午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
入
館
は
午
後
４
時
45
分
ま
で
）

◦ 

場
所　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦ 

入
館
料　

大
人
４
２
０
円
、
大
学
生

２
６
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

問
県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎（
36
）２
１
５
１

「
菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
」巡
回
展

催 し

山
鹿
市
立
博
物
館
40
年
の
歩
み
「
山
鹿
の
宝

物
・
収
蔵
品
」
展

　
博
物
館
は
昭
和
53
年
の
開
館
か
ら
40
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
博
物
館
の
40

年
を
振
り
返
り
、
山
鹿
の
宝
物
・
文
化
財
を

一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
11
月
３
日
㈷
〜
平
成
31
年
１
月
20

日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦ 

場
所　
山
鹿
市
立
博
物
館

山
鹿
市
立
博
物
館
40
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト

催 し

　

熊
本
県
公
共
関
与
管
理
型
最
終
処
分
場

「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」
で
は
、
ド
ン
グ
リ
の

落
下
す
る
季
節
に
合
わ
せ
、
独
自
に
作
成
し

た
ド
ン
グ
リ
の
分
類
表
を
使
っ
て
ド
ン
グ
リ

の
名
前
を
調
べ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦ 

日
時　
11
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

◦ 

場
所　
江え

田た

船ふ
な

山や
ま

古
墳
公
園
（
和
水
町
）

　

乳
が
ん
は
女
性
の
が
ん
の
中
で
最
も
多
く
、

11
人
に
１
人
が
乳
が
ん
を
患
う
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
講
座
で
は
乳
が
ん
の
予
防
・

診
断
・
治
療
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
、
乳
が
ん
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

◦ 

日
時　
11
月
10
日
㈯

　
　
　
　

開
場
：
午
前
９
時
半

　
　
　
　
開
演
：
午
前
10
時

◦ 

場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦ 

内
容　
熊
本
大
学
乳
腺
外
科
の
岩
瀬
弘ひ

ろ

敬た
か

教
授
、
末
田
愛あ

い

子こ

助
教
ほ
か
、
当
セ
ン
タ
ー

医
師
、
看
護
師
な
ど
に
よ
る
講
演
会

◦ 

参
加
費　
無
料

※�

事
前
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
当

日
参
加
も
可
。

※�

当
日
は
子
ど
も
と
一
緒
に
視
聴
で
き
る
部

屋
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

問 

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
医
事
課

☎（
44
）２
１
８
５

ド
ン
グ
リ
の
名
前
を
調
べ
よ
う

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

第
3
回
市
民
公
開
講
座

催 し

催 し

　

県
庁
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で

犬
猫
の
譲
渡
会
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
で
３
回
目
と

な
る
県
内
動
物
愛
護
団
体

と
の
合
同
譲
渡
会
で
す
。

個
性
豊
か
な
動
物
た
ち
が

待
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
や

各
保
健
所
に
お
い
て
も
譲
渡
会
な
ど
を
随
時

開
催
し
て
い
ま
す
。

◦ 

日
時　
11
月
11
日
㈰　

午
後
１
時
〜
３
時

◦ 

場
所　
県
庁
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
（
熊
本
市
中

央
区
水
前
寺
）

問 

熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
４
８

　

山
鹿
保
健
所　
　
　
　

☎（
44
）４
１
２
１

犬
猫
譲
渡
会

催 し

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と

し
て
、
矯
正
施
設
の
実
情
や
役
割
に
つ
い
て

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
矯
正
展
を
開
催

し
ま
す
。

◦ 

日
時　
11
月
10
日
㈯�

午
前
９
時
〜
午
後

４
時
、
11
日
㈰�

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◦ 

場
所　
熊
本
刑
務
所（
熊
本
市
中
央
区
渡
鹿
）

◦ 

内
容　
刑
務
所
内
見
学
、
性
格
検
査
、
刑

務
所
作
業
製
品
の
販
売
、
バ
ザ
ー
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

　

毛
糸
や
レ
ー
ス
糸
で
作
っ
た
作
品
展
で

す
。
ボ
ト
ル
カ
バ
ー
の
編
み
方
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
希
望
の
人
は
、
か
ぎ
針
と
糸

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時　
11
月
２
日
㈮
〜
４
日
㈰

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

◦ 

場
所　
さ
く
ら
湯　

池
の
間

◦ 

入
場
料　
無
料

問 

山
鹿
市
地
域
振
興
公
社
☎（
43
）０
１
１
１

平
成
30
年
度　
熊
本
矯
正
展

山
鹿
湯
町
・
さ
く
ら
湯
企
画
展

「
糸
玉
i さ
く
ら
湯
」

催 し 催 し

◦ 

対
象
者　
幼
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
20

組
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◦ 

持
参
品　
帽
子
、
水
筒
、
筆
記
具
、
散
策

で
き
る
服
装

◦ 

申
し
込
み
締
め
切
り　
11
月
12
日
㈪

※�

申
し
込
み
は
参
加
者
の
住
所
・
氏
名
を
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

荒
天
の
場
合
は
、
エ
コ
ア
く
ま
も
と
（
南

関
町
）の
研
修
室
で
実
施

問 

熊
本
県
環
境
整
備
事
業
団

☎
０
９
６
８（
53
）８
５
０
０

◦ 

入
場
料　
無
料

問 

熊
本
刑
務
所
処
遇
部
企
画
部
門

☎
０
９
６（
３
６
４
）３
１
６
５

◦ 

入
館
料　
一
般
２
１
０
円
、
高
校
生
以
下

50
円
、
市
内
の
中
学
生
以
下
無
料

◦ 

休
館　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

◦ 

内
容　
博
物
館
の
40
年
を
振
り
返
る
写
真・

企
画
展
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
、
八
千
代
座
奉

納
額
、
百く

済だ
ら

系け
い

銅ど
う

造ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

（
レ
プ
リ

カ
）、
さ
く
ら
湯
の
し
ゃ
ち
ほ
こ
瓦
、「
古
事

記
伝
」
写
本
、
山
鹿
灯
籠
「
水
車
の
あ
る

小
屋
」（
松
本
清せ

い

記き

作
）、
日
本
画
（
高
橋

廣こ
う

湖こ

）
ほ
か

文
化
歴
史
講
演
会

　
博
物
館
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
、
開
館
当

初
か
ら
従
事
し
た
、
元
山
鹿
市
立
博
物
館
副

館
長
の
中
村
幸こ

う

史し

郎ろ
う

氏
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

◦ 
日
時　
11
月
23
日
㈷　

午
後
２
時

◦ 
場
所　
山
鹿
市
立
博
物
館

◦ 

講
演　
「
山
鹿
市
立
博
物
館
の
歩
み
」

　

講
師
：
中
村
幸
史
郎
氏

◦ 

入
場
料　
無
料

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
博
物
館
周
辺
の
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
12
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◦ 

場
所　
山
鹿
市
立
博
物
館
（
受
け
付
け
）

◦ 

講
師　
日
本
野
鳥
の
会
熊
本
県
支
部
副
支

部
長　

坂
梨
仁ま

さ

彦ひ
こ

氏

◦ 

参
加
費　
無
料

※�

雨
天
時
は
講
師
に
よ
る
講
話
を
行
う
予
定

で
す
。

問 

山
鹿
市
立
博
物
館　
　

☎（
43
）１
１
４
５



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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定例相談

◦日時　11 月７日㈬�
　　　　午後１時半～４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時～正午
※�予約ではありませんので、お待ち
いただく場合があります。

◦司法書士相談　午前 10時～正午
◦法律相談　午前 10時～正午

心配ごと相談

◦ 日時　�11 月７日㈬・14 日㈬・21
日㈬・28 日㈬

　　　　※要予約
　　　　午前 10時～午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　�11 月６日㈫・13 日㈫・20
日㈫・27 日㈫

　　　　午後１時半～４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�11 月７日㈬・14 日㈬・21
日㈬・28日㈬

　　　　午前９時～ 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　11 月６日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　11 月 13 日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　11月 20 日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿北市民センター

※�年金事務所での相談を希望される
場合は予約専用ダイヤル（0570-
05-4890）をご利用ください。

◦日時　�11 月 27 日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい児・者相談
専門の相談員が支援します。

【山鹿】
①一般相談　11 月２日㈮
② 司法書士相談（登記関係）
　11月 16 日㈮�※要予約
③法律相談　11月30日㈮�※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
①一般相談　11 月１日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696

【菊鹿】
①一般相談　11月７日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060

【鹿本】
①一般相談　11月６日㈫
② 司法書士相談（成年後見・多重債

務・登記関係）
　11月 13 日㈫�※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206

【鹿央】
①一般相談　11 月５日㈪
②法律相談　11 月 20日㈫�※要予約
※ 今月は月曜日でなく、20 日㈫に開催し

ます。
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811
問社会福祉協議会本所��☎ (43)1134

◦日時　11月13日㈫�午後１時～４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月～金曜日
　午前８時半～午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎(43)0188

消費生活相談
認知症に関する相談

◦日時　11 月 14 日㈬・28 日㈬
　　　　午前 10時～正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

【一般】
①正看護師　18 万円～
②看護・介護助手　15 万円～
③歯科衛生士　18万円～
④保育士または児童指導員
　17万円～
⑤事務職　154,000 円～
⑥菓子販売、包装　129,283 円
⑦フロント係　15 万円～
⑧鋳造工　16 万円～
⑨釣り具製造　158,240 円～
⑩製造・検査全般　151,880 円～
⑪自動車整備士　173,940 円～
⑫トラック運転手　22 万円～
⑬ 採石場構内作業員　183,000 円～

【パート】
①准看護師　時給 1,000 円～
②訪問介護員　時給 1,200 円～
③受け付け事務　時給 820 円
④事務兼接客スタッフ
　時給 800 円～
⑤惣菜スタッフ　時給 780 円
⑥調理補助　時給 800 円～
⑦ フロアスタッフ　時給 1,000 円～
⑧整理工（軽作業）　時給780円～

※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
問 山鹿市地域職業相談室
　☎(43)1724

仕事の相談はお気軽に

11
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

３日㈷ 三森循環器科呼吸器科病院 山鹿いちご薬局 / まつ薬局

４日㈰ うちだ内科医院 / はとの眼科クリニック えいせい堂薬局 / みうた薬局 / 山鹿岩下薬局

11 日㈰ 平井藤岡医院 / 藤原クリニック 山鹿岩下薬局

18 日㈰ 山鹿温泉リハビリテーション病院 / 幸村医院 山鹿新町薬局 / 江上薬局大橋通 / 山鹿岩下薬局

23 日㈷ 横手医院 / きくか松岡クリニック 城北中央薬局 /まつ薬局

25 日㈰ 吉里医院 / まえはら泌尿器科クリニック 鹿校通薬局 / きらきら薬局 / 山鹿岩下薬局

＊都合で変更になる場合があります（鹿本医師会）。 ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

第 43 回日本リーグ　試合結果

オムロン 21［　　］  19 三重バイオレットアイリス11-11
10-  8

・第１戦

オムロン 16［　　］  24 北國銀行  9-14
  7-10

・第２戦

オムロン 24［　　］15 アランマーレ12-  8
12-  7

・第３戦

オムロン 24［　　］16 アランマーレ15-  9
  9-  7

・第４戦

オムロン 15［　　］17 広島メイプルレッズ  8-  8
  7-  9

・第５戦

第 43 回 日本ハンドボールリーグ開催中！

第２戦　VS 北國銀行 第４戦　VS アランマーレ 第５戦　VS 広島メイプルレッズ

　第 43 回日本ハンドボールリーグがいよい
よ開幕しました。女子のリーグ戦は９つの
チームが 24 試合を来年３月まで戦い、上位
４チームがプレーオフに進んで、優勝決定戦
に挑みます。
　昨年度は５位に終わったオムロン。ことし
は既に、第５戦までを終了し３勝２敗という
結果です。
　リーグ戦はまだ始まったばかり、ことしこ
そ優勝目指して、頑張れオムロン！
　市民の皆さんもオムロンの応援をよろしく
お願いします。
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■人の動き
人口 35 人減りました 52,345 人
男性 18 人減りました 24,640 人
女性 17 人減りました 27,705 人
世帯数 23 世帯増えました 21,807 世帯
〜14歳 11.8 ％ 6,185 人
15歳〜64歳 52.2 ％ 27,330 人
65歳〜 36.0 ％ 18,830 人

９月末現在 (増減は前月末比 )
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迎
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り
と
思
っ
て
い
た
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に
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と
２
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あ
ま
り
で
こ
と
し
も
終
わ
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。
年
を
取
る
と
１
年
が
早
く
過
ぎ
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
が
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は
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由

が
あ
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フ
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ス
の
心
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学

者
は
「
子
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こ
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感
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が
高
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新
鮮
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き
に
満
ち
て
い
て
、
経
験
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豊
富
な
た
め
に
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を
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感
じ
、
大
人
に
な
る
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新
し
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感
動
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調
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や
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追
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）

応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３歳
以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッセー
ジ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所情報システム広報課へ郵送するか持参してください。
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す
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フ
ェ
ノ
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、
リ
ン
ゴ
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昨
年
度
、
こ
の
露

茜
を
使
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て
醸
造
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た
ワ
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ン
「
茜

の
雫
」
の
商
品
化
に
成
功
。
こ
の
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び
２
０
１
８
年
産
も
完
成
し
、
販
売

を
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し
ま
し
た
。

　

名
前
の
と
お
り
見
た
目
は
深
い
茜

色
で
、
甘
酸
っ
ぱ
さ
と
、
ほ
の
か
な

甘
い
香
り
の
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
味
わ

い
で
す
。
市
内
の
酒
販
店
や
物
産
館

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

おいしか

500㎖　2,500 円（消費税込み）

ＮＰＯ法人四季の郷
ワインプロジェクト代表者　福本末

すえ

春
はる

さん

※ 

未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
、
授
乳
期
の

飲
酒
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　メッセージ
　♪わいわい楽しい毎日をありがとう！

　メッセージ
　♬歩けるようになったら
　　　みんなでお散歩に行こうね！

（H28. ４.20 生まれ）
来民 （鹿本）

　　 いわお　　  りょうた

岩尾　亮汰ちゃん
（H26.10.30 生まれ）

来民 （鹿本）

　　 いわお　 　  あやな

岩尾　彩那ちゃん （H29.10.27 生まれ）
芋生（鹿北）

     ごとう　　   けいた   

  後藤　啓太ちゃん


